
この度は、エレコムの無線アクセスポイントをお買い上げいただき誠にありがとうございます。
このマニュアルには本製品を使用するにあたっての詳細な設定方法が説明されています。
また、お客様が本製品を安全に扱っていただくための注意事項が記載されています。詳細な設定を行う
場合は、必ずこのマニュアルをお読みになってください。

●	�本書は表紙に記載のファームウェアバージョンを基に記載しています。	
下位のファームウェアバージョンでは画面表示や機能が異なる場合があります。

●	�本製品の基本的な導入手順については、付属の「クイックセットアップガイド」な
どをお読みください。
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用語

このマニュアルで使われている用語このマニュアルで使われている用語
このマニュアルでは、一部の表記を除いて以下の用語を使用しています。

用語 意味

本製品 無線 LANアクセスポイント「WAB-S1167シリーズ」を称して「本製品」
と表記しています。

11ac / 11n /11g / 
11b / 11a

IEEE802.11ac 規格を「11ac」、IEEE802.11n（2.4G/5G）規格を
「11n」、IEEE802.11g 規格を「11g」、IEEE802.11b 規格を「11b」、
IEEE802.11a 規格を「11a」と省略して表記している場合があります。

11b/g/n 11n（2.4GHz 帯）/11g/11b の略です。

11a/n/ac 11a/11n（5GHz 帯）/11acの略です。

無線 AP 無線 LANアクセスポイントを略して「無線 AP」と表記しています。

無線親機 無線 LANルーター、無線 APを総称して「無線親機」と表記しています。

無線 LAN 子機

無線 LAN 機能を内蔵したパソコン、無線アダプターを取り付けたパソ
コン、無線コンバーターを接続した機器などを総称して「無線 LAN子機」
と表記しています。また、無線アダプター、無線コンバーターそのものを
「無線 LAN子機」として表記している場合があります。

このマニュアルで使われている記号このマニュアルで使われている記号
記号 意味

重要 作業上および操作上で特に注意していただきたいことを説明しています。この注
意事項を守らないと、故障の原因になることがあります。注意してください。

MEMO 説明の補足事項や知っておくと便利なことを説明しています。
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このマニュアルをお読みになる前に

本製品には、印刷物で「クイックセットアップガイド」が付属しています。
クイックセットアップガイドには、以下の内容が記載されています。
該当する内容がありましたら、そちらをお読みください。
※	マニュアルの改訂により、内容の一部が変更される場合があります。

「クイックセットアップガイド」の主な内容「クイックセットアップガイド」の主な内容
●	�各部の名称とはたらき
●	主な仕様と工場出荷時の設定値
●	設置方法
●	�主な設定方法

MEMO

印刷物のマニュアルが見当たらない場合には
エレコム・ホームページより、最新のPDF版をダウンロードすることができます。
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各部の名称とはたらき

①モード切替�スイッチ

本製品の動作モードを選択するスイッチです。AP（アクセスポイント）モー
ド/RT( ルーター)モードから選択できます。初期値は「APモード」です。
動作モードを切り替えるときは、必ず本製品の電源を切った状態でスイッ
チをスライドし、電源を入れなおしてください。

②�電源スイッチ スライドさせることで、本体の電源を入 /切できます。

③ �LED 消灯ボタン
本体の LEDが点灯状態のときにボタンを押すと、PWRランプを含むす
べての LEDが消灯します。
また消灯状態でボタンを押すと点灯状態に戻ります。

④ RESET ボタン
約10 秒間押し続け、手を離すと本製品の設定値が初期化され工場出荷
時の状態に戻ります。初期化が完了するまで（約2分間）絶対に電源を
切らないでください。

RESET WPS

ON OFF

PWR

UPLINK

2.4G

5G

本体側面

本体上部 本体下部

本体正面

②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

⑪

⑭

⑫

⑬

RT

AP

①

⑮
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各部の名称とはたらき

⑤ WPS ボタン WPSを使用して無線 LAN接続をします。（1秒長押し）

⑥ �PWR�（青色）※

点灯 本体の電源が入っており稼働状態です。( 電源ONから起
動完了まで約1分 )

点滅 起動中またはファームウェアアップを実行中です。点滅中は
絶対に電源を切らないでください。

消灯 本体の電源が切れた状態です。

⑦ UP LINK�（青色）※

点灯 上位機器と接続状態です。
点滅 データ通信中です。
消灯 上位機器と未接続状態です。

⑧ 2.4G�（青色）※

2.4GHz（11n/g/b）の接続状況を表示します。

点灯 無線が有効の状態です。
（無線クライアントが接続していません）

点滅 接続している無線クライアントがある状態です。
消灯 無線が無効の状態です。

⑨ 5G�（青色）※

5GHz（11ac/n/a）の接続状況を表示します。

点灯 無線が有効の状態です。
（無線クライアントが接続していません）

点滅 接続している無線クライアントがある状態です。
消灯 無線が無効の状態です。

⑩ 正面 TEL ポート
( シャッター式､ RJ11) RJ11コネクターの電話用モジュラーケーブルを接続可能です。

⑪ 正面 LAN ポート
( シャッター式､ RJ45) LAN側のパソコンやネットワーク機器を有線 LANで接続します。

⑫ 電源接続部
100V 電源線 (VVFΦ1.6、Φ2.0)を直結接続する端子です。
※  �電気配線に関わる設置・施工・工事に関する作業は電気工事士の有
資格者が必要になります。

⑬ ケーブルはずし穴 ケーブルをはずす場合はマイナスドライバーなど先の細いもので、中の
突起を押し下げてケーブルを引き抜いてください。

⑭ 背面 LAN ポート
( 回線側 ) インターネット側などの上位回線を有線 LANで接続します。
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各部の名称とはたらき

⑮ TEL 接続端子
( 回線側、端子タイプ )

電話線を接続する2芯端子です。屋内電話配線を接続すると、本体正
面の電話ポートが利用可能になります。
ケーブルをはずす場合はマイナスドライバーなど先の細いもので、白い
部分を押し下げてケーブルを引き抜いてください。
※  �電話線に関わる設置・施工・工事に関する作業は工事担任者の有資
格者が必要になります。

※ LED消灯ボタンを押すと消灯します。
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ラベル貼付け位置と寸法

ラベル貼り付け位置と寸法

〈本体背面〉
（単位：mm）

RT

AP

33.123.5
54.6

〈本体側面〉

RESET WPS

ON OFF

PWR

UPLINK

2.4G

5G

27.5
44.0

69.4

〈本体正面〉

①

④

①

②

③

① シリアルナンバー
② SSID
③ セキュリティキー
④ MACアドレス
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設置編設置編
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設置条件について

施工上のご注意
本製品（AC電源モデル）の配線工事は「電気設備の技術基準」および「内線規定」
に基づき［ 電気工事士 ］の有資格者が必ず施工してください。
また、電話線の配線は［ 工事担任者 ］の有資格者が必ず施工してください。
無資格者の設置・施工作業によって発生した損害につきましては、当社は一切そ
の責任を負いかねます。

注意

本製品は以下の場所に設置してください。
●	壁に本製品を収容可能なコンセントボックスの準備ができている。
●	本製品用の屋内用電源配線が敷設されている。
●	上位HUBと接続可能なLANケーブルが配線されている。
●	電話回線に接続可能なモジュラーケーブルが配線されている。（電話ポート使用
時）

※	本製品をアクセスポイントモードでご利用になる場合はインターネット接続が可
能なルーターなどを上位側にご利用ください。

	 インターネット接続用のルーターなどをLAN接続していない状態で本製品の設
置を実施ください。本製品設置後にルーターなどをLAN接続し、インターネッ
ト接続可能であることを確認してください。

※設置を行う前に、電源（ブレーカー）をOFFにしておいてください。

重要 本製品は、コンセントボックス内に設置することを想定した設計で
す。
コンセントボックスおよび関連配線についての施工が完了していな
い状態の場合は、別途工事等を行ってください。
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設置場所について

次のような場所には設置しないでください。火災や故障、感電による怪我などの原
因になります。
●	熱器具や高熱を発するものの近く、直射日光が当たる外壁の内側など、高温に
なる場合がある場所

●	水などの液体がかかる恐れのある場所
●	腐食性ガスが発生する可能性のある場所
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設置方法

最初に本製品正面にある電源スイッチをOFFにします。1

設置は、必ず本製品の電源スイッチをOFFにした状態で実施してく
ださい。
ON状態で設置を行うと電源ケーブルまたはLANケーブル接続時に
火花が発生し、火傷などのけがや、火災の原因となる場合があります。

注意

RESET WPS

ON OFF

PWR

UPLINK

2.4G

5G

〈本体正面〉

ON OFF
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設置方法

電源ケーブル、LANケーブル、TELケーブルを接続します。

内線規定にて低圧配線と弱電流電線との離隔が規定されており、本製
品ユニットへのLAN/TELケーブルと電源ケーブルの接続時は、双方の
ケーブルが接触しないよう間隔を空けて配線処理を行ってください。
※	 万が一、情報コンセントボックス内設置時におけるケーブル余長等の都
合により電源ケーブルとLAN/TELケーブルが施工上、接触する恐れがあ
る場合は、市販の保護シース等を用いてLAN/TELケーブルを巻くように
保護して離隔してください。

注意

RT

AP

RESE
T

WPS
ON

OFF

PWR

UPLIN
K

2.4G

5G

保護
シース

LANケーブル

TELケーブル

屋内配線用
電源ケーブル

電源接続部

LANポート

「電源ケーブル」と
「LAN/TELケーブル」
は接触禁止

＜本体下部＞

TEL接続端子

施工上のご注意
本製品（AC電源モデル）の配線工事は「電気設備の技術基準」および「内線規
定」に基づき［電気工事士］の有資格者が必ず施工してください。
また、電話線の配線は［工事担任者］の有資格者が必ず施工してください。
無資格者の設置・施工作業によって発生した損害につきましては、当社は
一切その責任を負いかねます。

注意

2

①	屋内配線用電源ケーブルの先端10mmを出し、電源接続部に挿し込みます。
②	LANケーブルをLANポートに接続します。
③	TELケーブルの先端8～ 9mmを出し、�TEL接続端子に挿し込みます。

16



設置方法

コンセントボックス内に設置します。3

RESET
WPS

ON

OFF

PWR
UPLINK

2.4G

5G

① ②
③

コンセント取り付け枠（市販品）

本体

コンセントプレート（市販品）

①	本体正面側より、ご使用になるコンセント取り付け枠をはめ込みます。

②	コンセントボックスに本製品を取り付けます。

③	コンセントプレートを取り付けます。
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設置方法

電源（ブレーカー）をONにした後、本製品の正面にある電源ス
イッチをONにします。
本製品のLEDが下図の状態に�なっていることを確認します。
（起動完了まで約1分程度かかります）

4

〈本体正面〉
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管理画面を表示する

本製品の動作モードを確認します。

本製品の設定に使用するパソコンをLAN接続します。

1

2
本製品のLANポートに、設定に
使用するパソコンをLANケーブ
ルで接続します。

本手順では本製品をスタンドアローン環境で設定する場合の手順で説明しています。DHCP
環境で設定される場合は、初期導入向けのアクセスポイント検索ツールもご用意しておりま
す。
詳しくは下記ページの「マニュアル」→「【初期導入向け検索ツール】 法人向け無線アクセス
ポイント検索ツール WAB-MAT Lite」をご確認ください。
https://www.elecom.co.jp/products/WAB-MAT.html

本製品を設置する環境に応じていずれかの位置にス
イッチを切り替えます。
RT ： 本製品をルーターとして使用する場合。
AP ： 本製品をアクセスポイントとして使用する場合。

重要 動作モードを切り替えるときは、必ず本製品の電源を切った状
態でスイッチをスライドし、電源を入れなおしてください。

RESET WPS

ON OFF

PWR

UPLINK

2.4G

5G
RT

AP

RESET WPS

ON OFF

PWR

UPLINK

2.4G

5G

LANケーブル

本製品の設定に
使用するパソコン

20
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管理画面を表示する

本製品をAPモードで使用する場合、設定に使用するパソコンの
ネットワークを設定します。

設定画面へアクセスします。

3

4

IPアドレス 192.168.3.2
サブネットマスク 255.255.255.0

本製品の設定に使用するパソコンの
ネットワークを次のように設定します。

① パソコンで Webブラウザー※を起 動し、アドレスバーにIP アドレス
［192.168.3.1］を入力します。

② ユーザー名に［admin］、パスワードに「管理者情報シート」に記載された
「管理者パスワード(初期値)」の8ケタ英数字を入力し、「ログイン」ボタ
ンをクリックします。

http://192.168.3.1

※Safari、Chrome、Microsoft Edge、Internet Explorerなど

ユーザー名：admin

パスワード：

管理者情報シート
（本製品に付属しています）

WAB-S1167IW-ACI
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管理画面を表示する

設定画面が表示されます。
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IPアドレスを設定する

本製品の管理画面にアクセスする IPアドレス設定は、アクセスポイントモードでは「DHCPク
ライアント」となっています。
上位に設置したDHCPサーバーから割り当てられる IPアドレスで利用する場合は、設定変更
不要です。

設定画面上部の「システム構成」をクリックします。

「LAN側IPアドレス」をクリックします。

1

2

23



IPアドレスを設定する

下記項目を入力し、�「適用」をクリックします。

設定が保存され再起動が行われます。
カウントダウンが始まりますので、しばらくお待ちください。

3

4

IP アドレス割り当て ［固定 IPアドレス］を選択
IP アドレス

環境に応じた数値を入力します。サブネットマスク
デフォルトゲートウェイ

IP アドレス設定変更後、設定画面にアクセスする際は、新しく設定した IPアドレスを利
用してください。
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管理者情報の設定を変更する

設定画面上部の「ツールボックス」をクリックします。

「管理者」をクリックします。

新しい「管理者名」と「管理者パスワード」、確認用の「管理者パス
ワード」を入力後、「適用」をクリックします。

設定が保存され再起動が行われます。
カウントダウンが始まりますので、しばらくお待ちください。

1

2

3

4

● 使用可能な文字

管理者名 半角英数字および「-」で4～16文字
※ 「-」は先頭と末尾には設定できません。

管理者パスワード 半角英数字および半角記号で1～32文字

管理者情報設定変更後、設定画面にアクセスする際は、新しく設定した管理者情報を
利用してください。

25



各メニューについて........................................................................28
システム構成................................................................................................. 28
無線設定........................................................................................................30
ツールボックス..............................................................................................31

システム構成......................................................................32
システム情報.....................................................................................32
LAN側IPアドレス..........................................................................33
LANポート........................................................................................35
VLAN.................................................................................................37
WAN設定........................................................................................39
基本設定........................................................................................................ 39
DDNS..............................................................................................................49
DMZ................................................................................................................51
ポートフォワーディング..............................................................................52

LAN設定...........................................................................................54
基本設定........................................................................................................54
LANポート.................................................................................................... 55
固定DHCP設定..........................................................................................56
MACフィルター（有線）.............................................................................58

QoS.....................................................................................................60
リダイレクト機能.............................................................................61
ログ......................................................................................................62
Syslogサーバー...............................................................................63

無線設定.............................................................................64
WPS....................................................................................................64

設定リファレンス編設定リファレンス編

26



2.4GHz ／5GHz...........................................................................66
基本設定........................................................................................................66
詳細設定.........................................................................................................69
セキュリティ.................................................................................................. 72
クライアント.................................................................................................77

MACフィルター（無線）................................................................78
RADIUS.............................................................................................80
RADIUS設定...............................................................................................80

ワイヤレスモニター.........................................................................82

ツールボックス..................................................................83
管理者.................................................................................................83
アクセス設定....................................................................................86
日時.....................................................................................................88
設定を保存/復元...........................................................................90
初期化.................................................................................................92
ファームウェア更新.........................................................................93
ファームウェア更新......................................................................................93
ファームウェア確認.....................................................................................94

節電..................................................................................................100
再起動スケジュール..................................................................... 102
LED設定.........................................................................................103
再起動..............................................................................................104

27



﻿

各メニューについて各メニューについて

メニュー項目 内容
各モード時の表示
アクセス�
ポイント ルーター

システム情報
本製品の IPアドレスや本製品のシステム情報な
どを表示します。
→32ページ

○ ○

LAN 側 IP アドレス
LAN 側の IPアドレス、DNSサーバーの設定を
行います。
→33ページ

○ ―

LAN ポート 有線 LANポートの設定を行います。
→35ページ ○ ―

VLAN インターフェイスVLANの設定を行います。
→37ページ ○ ―

WAN 設定

基本設定 WANの基本的な設定を行います。
→39ページ ― ○

DDNS DDNSの設定を行います。
→49ページ ― ○

DMZ
指定した端末にWAN側からアクセスできるよ
うに設定することができます。
→51ページ

― ○

ポートフォワーディ
ング

ポート転送の設定をします。
→52ページ ― ○

LAN 設定

基本設定 子機モード時にLANの設定を行います。
→54ページ ― ○

LAN ポート 有線 LAN ポートの設定を行います。
→55ページ ― ○

固定 DHCP 設定 特定の端末に固有のIPアドレスを設定できます。
→56 ページ ― ○

	■システム構成
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メニュー項目 内容
各モード時の表示
アクセス�
ポイント ルーター

MAC フィルター 
（有線）

MACフィルターの設定を行います。
→58ページ ― ○

QoS QoSの設定を行います。
→ 60ページ ― ○

リダイレクト機能 リダイレクト機能を設定します。
→ 61ページ ― ○

ログ システムログを表示します。
→ 62ページ ○ ○

Syslog サーバー Syslog サーバーの設定を行います。
→ 63ページ ○ ○
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	■無線設定

メニュー項目 内容
各モード時の表示
アクセス�
ポイント

ルーター

WPS WPS 機能による接続ができます。
→ 64ページ ○ ○

2.4 ／ 5GHz

基本設定 無線設定の基本的な設定を行います。
→ 66 ページ ○ ○

詳細設定 無線設定の詳細設定を行います。
→ 69ページ ○ ○

セキュリティ 無線設定のセキュリティ設定を行います。
→72ページ ○ ○

クライアント
本製品と通信をしている無線機器の情報が表示
されます。
→77ページ

○ ○

MAC フィルター 
（無線）

登録したMACアドレスを持つ無線子機のみ通
信を許可したり、拒否する設定をします。
→78ページ

○ ○

RADIUS
無線機器の認証などで使用するRADIUS サー
バーを設定します。
→80ページ

○ ○

ワイヤレスモニター

本製品に接続している無線子機を表示します。
本製品に接続する機器をMACアドレスによっ
てフィルタリングすることもできます。
→82ページ

○ ○
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	■ツールボックス

メニュー項目 内容
各モード時の表示
アクセス�
ポイント

ルーター

管理者
本製品の設定画面にログインするためのアカウ
ントや本製品の詳細設定について設定します。
→83ページ

○ ○

アクセス設定
管理画面／SNMPへのアクセス設定を行いま
す。
→86 ページ

○ ○

日時
本製品の内部時計を設定します。日付と時刻、
NTP サーバー、タイムゾーンを設定できます。
→89ページ

○ ○

設定を保存／復元
設定内容を復元したり、バックアップすることが
できます。
→91ページ

○ ○

初期化 工場出荷時の状態に戻します。
→93ページ ○ ○

ファームウェア更新

ファームウェア更新 ファームウェアを更新することができます。
→94ページ ○ ○

ファームウェア確認

最新のファームウェアがあるか確認する時間や
通知するメールアドレスなどを設定することがで
きます。
→95ページ

○ ○

節電 節電機能を有効にすることができます。
→101ページ ○ ○

再起動スケジュール 再起動スケジュールを設定することができます。
→103 ページ ○ ○

LED 設定 本体 LEDランプのオン／オフを設定します。
→104ページ ○ ○

再起動 本製品を再起動します。
→105 ページ ○ ○

31



システム構成

システム情報システム情報

項目 内容
システム 本製品に関する情報を表示します。モードによって表示は異なります。
LAN 設定 LAN 設定を表示します。

無線 11b/g/n 本製品の2.4GHzに関する状態と2.4GHz 帯に接続している機器を
表示します。

無線 11a/n/ac 本製品の5GHzに関する状態と5GHz 帯に接続している機器を表示
します。

本製品の IPアドレスや本製品に接続している機器の情報などを表示します。

IPアドレスをDHCPで自動取
得している場合は、IPアドレ
スを再取得します。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード
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システム構成

LAN側IPアドレスLAN側IPアドレス
有線LANのIPアドレスの割り当てなどについて設定します。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード

項目 内容

LAN 側 
IP アドレス

IP アドレス 
割り当て

IP アドレスの割り当て方法を次の中から選択します。
（初期値：DHCPクライアント）

DHCP クライアント
DHCP サーバーから IP アドレスや
サブネットマスクなどの必要な情報
を自動的に割り当てます。

固定 IP アドレス IP アドレスやサブネットマスクを手
動で設定します。

IP アドレス

「IPアドレス割り当て」の設定を「固定 IPアドレス」とした場
合は固定 IPアドレスを設定します。（初期値：192.168.3.1）
「IPアドレス割り当て」の設定を「DHCPクライアント」とし
た場合は、取得した IPアドレスが表示されます。

サブネットマスク

「IPアドレス割り当て」の設定を「固定 IPアドレス」とした
場合はサブネットマスクを設定します。
（初期値：255.255.255.0）
「IPアドレス割り当て」の設定を「DHCPクライアント」とし
た場合は、取得したサブネットマスクが表示されます。

デフォルト 
ゲートウェイ

DHCP DHCP サーバーからデフォルトゲートウェイ
の IPアドレスを割り当てます。

ユーザー定義 デフォルトゲートウェイを手動で設定します。
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システム構成

項目 内容

DNS サーバー

プライマリアドレス

DNSサーバーのプライマリアドレスの割り当て方法を
次の中から選択します。（初期値：DHCP）

DHCP
DHCP サーバーから DNS
サーバーのプライマリアドレ
スを自動的に割り当てます。

ユーザー定義
DNSサーバーのプライマリ
アドレスを手動で設定します。
（初期値：空欄）

セカンダリアドレス

セカンダリDNSサーバーの IPアドレスを設定します。
（「プライマリアドレス」を「ユーザー定義」に設定した 
場合）
（初期値：空欄）
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システム構成

LANポートLANポート
本製品の LANポートについて設定します。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード

項目 内容

有線 LAN 
ポートの設定

有線 LAN ポート 本製品に搭載された LANポートの名称が表示されます。
有効 無効に設定すると、LANポートでの通信ができなくなります。

速度と通信方式

イーサネットの通信速度と通信方式を次の中から選択しま
す。（初期値：自動）

自動

自動的に接続先の機器とのネゴシエー
ションを行い、適切な通信速度の設定
が設定されます。
通常は、「自動」を選択してください。
接続先の機器を自動的に判別できない
場合は、他の設定を選択してください。

10Mbps 
半二重通信方式

10BASE-T、半二重（Half Duplex）
通信方式で通信します。

10Mbps 
全二重通信方式

10BASE-T、全二重（Full Duplex）
通信方式で通信します。

100Mbps 
半二重通信方式

100BASE-TX、半二重（Half Duplex）
通信方式で通信します。

100Mbps 
全二重通信方式

100BASE-TX、全二重（Full Duplex）
通信方式で通信します。

1000Mbps 
全二重通信方式

1000BASE-T、全二重（Full Duplex）
通信方式で通信します。

35



システム構成

項目 内容

有線 LAN 
ポートの設定

フロー制御

フロー制御の「有効」または「無効」を設定します。
（初期値：有効）
「有効」に設定すると、受信側のバッファがあふれ、データ
の取りこぼし（オーバーフロー）を検出したときに、通信を
制御します。

802.3az

IEEE802.3az の「有効」または「無効」を設定します。
（初期値：有効）
「有効」に設定すると、データの送受信がない待機状態のと
きに、設定した LANポートへの電源供給を止めることで消
費電力を減らします。
接続先の機器も IEEE802.3az に対応している必要がありま
す。
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システム構成

VLANVLAN
LANポートおよび無線のVLANについて設定します。

項目 内容

インターフェイス
VLAN

有線 LAN ポート 本製品に搭載された LANポートの名称が表示されます。
無線　2.4GHz 2.4GHzで有効な SSIDが表示されます。
無線　5GHz 5GHzで有効な SSIDが表示されます。

VLAN モード

VLANの設定をします。（初期値：タグなしポート）

タグなしポート

LANポートをタグなしのポートとして
設定します。
設定したVLAN ID のフレームのみが
このポートへ転送されます。

タグ付きポート

LANポートをタグ付きのポートとして
設定します。
ポートで送受信するすべてのフレーム
に IEEE802.1Q 準拠のVLANタグが
付与されます。
受信したフレームをすべて転送するこ
とができます。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード
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システム構成

MEMO

●	�有線 LANから管理用VLANへのアクセスできるようにするために、VLANの設定を
次のいずれかの条件に適合させてください。

	 ・ いずれかのLANポートがタグ付きポート
	 ・ �両方のLANポートがタグなしポートの場合は、いずれかのポートのVLAN ID が管

理VLAN IDと同じ

重要 VLAN 設定を変更した場合は、操作が中断されることがあります。

項目 内容

インターフェイス
VLAN VLAN ID

「VLANモード」で「タグなしポート」を選択した場合に、イ
ンターフェースVLANに関連づけるVLANのネットワーク ID
を1～4094 の範囲で入力します。（初期値：1）
VLAN ID が異なる LANポートやネットワークと通信するこ
とはできません。

管理用 VLAN VLAN ID 管理用VLANのネットワークIDを1～4094の範囲で入力
します。（初期値：1）
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システム構成

WAN設定WAN設定
WAN（インターネット）側の設定を行います。
いずれかを選択するかで、設定画面が異なります。（初期値：自動判定）

設定可能なWANアクセスタイプ：自動判定／固定 IPアドレス／DHCP／PPPoE ／	
transix（固定 IP）／「v6プラス」固定 IP サービス

ルーターモードルーターモード

	■基本設定
● 自動判定の場合

項目 内容

WAN 設定 WAN アクセスタイプ 特に指定がない場合は、自動判定で設定を行ってく
ださい。

現在の接続タイプ
自動判定で識別したWAN回線を表示します。
自動判定が可能なWANアクセスタイプは、DHCP、v6プラス、OCNバー
チャルコネクト、transixです。

その他 DNS リバインディング 
プロテクション

DNS リバインディングプロテクション機能の有効 / 
無効を設定します。（初期値：無効）
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システム構成

● 固定IPアドレスの場合

項目 内容

WAN 設定

WAN アクセスタイプ 「固定 IPアドレス」を選択します。
IP アドレス プロバイダーから提供された情報を入力します。
サブネットマスク
デフォルトゲートウェイ

MTU サイズ

MTU ＝ Maximum Transmission Unit
1回の転送で送信できるデータの最大値（単位バイト）を
設定します。通常は変更する必要はありません。
（設定範囲：1400-1500 初期値：1500バイト）

DNS サーバー
DNS1

プロバイダーからDNSアドレスの指示が1個の場合は、
こちらにだけ入力します。プロバイダーからDNSアドレ
スの指示が 2個の場合は、プライマリのDNSアドレスを
入力します。

DNS2 プロバイダーからDNSアドレスの指示が 2個の場合は、
セカンダリのDNSアドレスを入力します。
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システム構成

項目 内容

その他

UPnP

UPnP（Universal Plug and Play）機能の有効／無効を
設定します。UPnP を有効にすると、UPnP 対応OSで
UPnPに対応するネットワーク機器を使用した場合に、自
動的に LAN 内の機器を検出して、正常に認識できるよう
にします。（初期値：無効）

IPv6 パススルー

プロバイダーから提供される IPv6 サービスを、本製品を
経由して利用できるようにする「IPv6 ブリッジ」機能の
有効／無効を設定します。
IPv6 サービスを利用する場合でも、本製品を経由しない
場合は無効のままでかまいません。（初期値：無効）

WAN 側からの ping
に対する応答

WAN（インターネット）側からの pingに対して応答する
かどうかを設定します。
有効にすると、WAN側からの pingに対して応答します。
（初期値：無効）

HW NAT

有効にすると、ハードウェアで通信処理を行います。ソフ
トウェアでの通信処理に比べ、パケットロスを抑えて高速
スループットを実現します。光回線などの高速通信を維持
したまま、無線を利用できるため、スマートフォンなどの
Wi-Fi 接続に最適です。（初期値：有効）

DNS リバインディング 
プロテクション

DNS リバインディングプロテクション機能の有効 / 無効
を設定します。（初期値：無効）
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システム構成

● DHCPの場合

項目 内容

WAN 設定

WAN アクセスタイプ 「DHCP」を選択します。

MTU サイズ

MTU ＝ Maximum Transmission Unit
1回の転送で送信できるデータの最大値（単位バイト）を
設定します。通常は変更する必要はありません。
（設定範囲：1400-1500 初期値：1500バイト）

DNS サーバー

DNS サーバーアドレス
プロバイダーより自動的にDNSサーバーのアドレスを取
得する場合に「自動取得」を選択します。プロバイダーよ
り指定がある場合は「手動」を選択します。

DNS1

プロバイダーからDNSアドレスの指示が1個の場合は、
こちらにだけ入力します。プロバイダーからDNSアドレ
スの指示が 2個の場合は、プライマリのDNSアドレスを
入力します。

DNS2 プロバイダーからDNSアドレスの指示が 2個の場合は、
セカンダリのDNSアドレスを入力します。
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システム構成

項目 内容

その他

UPnP

UPnP（Universal Plug and Play）機能の有効／無効を
設定します。UPnP を有効にすると、UPnP 対応OSで
UPnPに対応するネットワーク機器を使用した場合に、自
動的に LAN 内の機器を検出して、正常に認識できるよう
にします。（初期値：無効）

IPv6 パススルー

プロバイダーから提供される IPv6サービスを、本製品を
経由して利用できるようにする「IPv6ブリッジ」機能の有
効／無効を設定します。
IPv6サービスを利用する場合でも、本製品を経由しない
場合は無効のままでかまいません。（初期値：無効）

WAN 側からの ping
に対する応答

WAN（インターネット）側からの pingに対して応答する
かどうかを設定します。
有効にすると、WAN側からの pingに対して応答します。
（初期値：無効）

HW NAT

有効にすると、ハードウェアで通信処理を行います。ソフ
トウェアでの通信処理に比べ、パケットロスを抑えて高速
スループットを実現します。光回線などの高速通信を維持
したまま、無線を利用できるため、スマートフォンなどの
Wi-Fi 接続に最適です。（初期値：有効）

DNS リバインディング 
プロテクション

DNS リバインディングプロテクション機能の有効 / 無効
を設定します。（初期値：無効）
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システム構成

● PPPoEの場合

項目 内容

WAN 設定

WAN アクセスタイプ 「PPPoE」を選択します。

ユーザー名

プロバイダーから提供されたユーザー名を入力します。
（最大57 文字）
ユーザー IDに「@」がある場合、ユーザー名のあとに、「@」
とご契約のプロバイダーの識別子を入力する必要があります。
（例） �userID123@elecom.net	

ユーザー名 プロバイダー識別子

パスワード プロバイダーから提供されたパスワードを入力します。
（最大57 文字）

MTU サイズ

MTU ＝ Maximum Transmission Unit
1回の転送で送信できるデータの最大値（単位バイト）を設
定します。通常は変更する必要はありません。
（設定範囲：1360-1454 初期値：1454バイト）

※ �ユーザー名およびパスワードには、以下の文字を使用できます。	
「a ～ z」、「A ～ Z」、「0 ～ 9」、「 」（スペース）、「.」、「_」（アンダースコア）、「@」、
「$」、「:」、「;」、「*」、「#」、「%」、「/」、「-」、「+」、「!」、「=」（すべて半角文字）
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システム構成

項目 内容

DNS 
サーバー

DNS サーバーアドレス
プロバイダーより自動的にDNSサーバーのアドレスを取得
する場合に「自動取得」を選択します。プロバイダーより指
定がある場合は「手動」を選択します。

DNS1

プロバイダーからDNSアドレスの指示が1個の場合は、こ
ちらにだけ入力します。プロバイダーからDNSアドレスの
指示が 2個の場合は、プライマリのDNSアドレスを入力し
ます。

DNS2 プロバイダーからDNSアドレスの指示が 2個の場合は、セ
カンダリのDNSアドレスを入力します。

その他

UPnP

UPnP（Universal Plug and Play）機能の有効／無効を設
定します。UPnP を有効にすると、UPnP 対応OSで UPnP
に対応するネットワーク機器を使用した場合に、自動的に
LAN 内の機器を検出して、正常に認識できるようにします。
（初期値：無効）

IPv6 パススルー

プロバイダーから提供される IPv6サービスを、本製品を経
由して利用できるようにする「IPv6ブリッジ」機能の有効／
無効を設定します。IPv6サービスを利用する場合でも、本
製品を経由しない場合は無効のままでかまいません。（初期
値：無効）

WAN 側からの ping
に対する応答

WAN（インターネット）側からの pingに対して応答するか
どうかを設定します。
有効にすると、WAN側からのpingに対して応答します。（初
期値：無効）

HW NAT

有効にすると、ハードウェアで通信処理を行います。ソフト
ウェアでの通信処理に比べ、パケットロスを抑えて高速ス
ループットを実現します。光回線などの高速通信を維持した
まま、無線を利用できるため、スマートフォンなどのWi-Fi
接続に最適です。（初期値：有効）

DNS リバインディング 
プロテクション

DNS リバインディングプロテクション機能の有効 / 無効を
設定します。（初期値：無効）
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システム構成

● transix（固定IP）の場合

項目 内容

WAN 設定

WAN アクセスタイプ 「transix（固定 IP）」を選択します。
トンネル終端 IPv6 
アドレス

プロバイダーから提供されたトンネル終端 IPv6アドレスを入
力します。

Interface ID プロバイダーから提供された Interface ID を入力します。
グローバル IPv4 
アドレス

プロバイダーから提供されたグローバル IPv4アドレスを入力
します。

アップデートサーバー 
ユーザー ID

プロバイダーから提供されたアップデートサーバーユーザー
IDを入力します。（オプション項目）

アップデートサーバー 
パスワード

プロバイダーから提供されたアップデートサーバーパスワード
を入力します。（オプション項目）
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システム構成

● 「v6プラス」固定IP サービスの場合

項目 内容

その他

UPnP

UPnP（Universal Plug and Play）機能の有効／無効を設
定します。UPnPを有効にすると、UPnP 対応OSで UPnP
に対応するネットワーク機器を使用した場合に、自動的に
LAN 内の機器を検出して、正常に認識できるようにします。
（初期値：無効）

WAN 側からの ping
に対する応答

WAN（インターネット）側からの pingに対して応答するか
どうかを設定します。
有効にすると、WAN側からのpingに対して応答します。（初
期値：無効）

DNS リバインディング 
プロテクション

DNS リバインディングプロテクション機能の有効 / 無効を
設定します。（初期値：無効）
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システム構成

項目 内容

WAN 設定

WAN アクセスタイプ 「「v6プラス」固定 IP サービス」」を選択します。
BR アドレス プロバイダーから提供されたBRアドレスを入力します。
指定インターフェイス
ID

プロバイダーから提供された指定インターフェース IDを入
力します。

割当 IPv4 固定アドレス プロバイダーから提供された割当 IPv4 固定アドレスを入力
します。

再設定用ユーザー プロバイダーから提供された再設定用ユーザー IDを入力し
ます。（オプション項目）

再設定用パスワード プロバイダーから提供された再設定用パスワードを入力し
ます。（オプション項目）

その他

UPnP

UPnP（Universal Plug and Play）機能の有効／無効を
設定します。UPnP を有効にすると、UPnP 対応 OSで
UPnPに対応するネットワーク機器を使用した場合に、自
動的に LAN 内の機器を検出して、正常に認識できるよう
にします。（初期値：無効）

WAN 側からの ping に
対する応答

WAN（インターネット）側からの ping に対して応答する
かどうかを設定します。
有効にすると、WAN側からのpingに対して応答します。（初
期値：無効）

DNS リバインディング 
プロテクション

DNS リバインディングプロテクション機能の有効 / 無効を
設定します。（初期値：無効）
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システム構成

	■DDNS
DDNS（ダイナミックDNS）を利用すると、WAN側が固定 IPアドレスでなくても、ホスト名を使っ
てサーバーなどを利用できるようになります。この機能を利用するには、ダイナミックDNSのサー
ビス提供者に登録する必要があります。
ダイナミックDNSはサービスプロバイダリストに表示されるサービスでご利用いただけます。

MEMO

● あらかじめDDNSサービスに登録してください。
	 DDNSサイトにアクセスしてユーザー登録し、ドメイン名やアカウントなどを取得して
おいてください。

●	DDNSサービスを利用するにあたって
	 他社DDNSサービスへの登録については、弊社のサポート対象外となります。登録に
関しては、一切責任を負いかねます。

	 ・ �SkyLink DDNSとは、対象のエレコムまたはロジテック製品をユーザー登録し
てご利用いただいている方に無償で提供されるダイナミックDNSサービスです。
SkyLink DDNS への登録については、下記URLで詳細をご確認のうえ、ご利用く
ださい。	
http://www.clear-net.jp/

	 ・ �DDNSサービスによっては、定期的に更新をしないと登録が削除されてしまうこと
があります。登録の更新は、本製品がインターネットに接続されているときに自動
的におこなわれるほか、手動で更新する場合があります。更新時期などの詳細はご
利用になるDDNSサイトをご覧ください。

	 ・ �DDNSサービスを使用する場合、本製品のWAN 側のIPアドレスにプロバイダーか
らのグローバルIP が割り当てられている状態でご利用ください。
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システム構成

項目 内容

DDNS

DDNS ダイナミックDNS 機能の有効／無効を設定します。
（初期値：無効）

サービスプロバイダー
リストからサービスを選択します。
「SkyLinkDDNS」または「Dyn DNS」が選択可能
です。

ドメイン名
（DynDNS のみ）

登録したドメイン名を入力します。

ユーザー名
登録したアカウントを入力します。DDNSサービス
によってはアカウントが Eメールアドレスの場合が
あります。

パスワード 設定したパスワードを入力します。
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システム構成

	■DMZ
通常、NAT 変換を利用するルーターでは、WAN（インターネット）側から LAN上の機器にアク
セスすることはできません。
DMZ機能を使用すると、指定した端末にWAN側からアクセスできるようになります。
これにより、LAN上からは通常使用できない双方向通信を利用したサービスを利用できます。

項目 内容

DMZ

DMZ DMZ 機能の有効 / 無効を設定します。
（初期値：無効）

DMZ IP アドレス

インターネット（外部）に公開する対象となるクラ
イアントの IPアドレスを入力します。「．」で区切る
必要があります。
例 192.168.３.13

重要
設定をおこなう前に、接続先の端末がセキュリティ設定済みであるか、確認し
てください。
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システム構成

	■ポートフォワーディング
ポート転送（ポートフォワーディング）機能を設定します。
通常、NAT 変換を利用するルーターでは、WAN（インターネット）側から LAN上の機器にア
クセスすることはできませんが、この機能を利用することで、LAN上にある指定された機器を
WAN側に開放することができます。

項目 内容
ポートフォワーディング ポートフォワーディング機能の有効/無効を設定します。（初期値：無効）

ローカル IP アドレス ポートフォワーディングの対象となるクライアントの IPアドレスを入力
します。

タイプ プロトコルのタイプを選択します。（初期値：両方）

重要 この機能を利用する場合で本製品のDHCPサーバー機能を有効にしている
ときは、56ページ「固定DHCP設定」で、ポートフォワーディングの対象
となるクライアントのIPアドレスを固定するようにしてください。
DHCPサーバー機能により動的にIPアドレスが変更されると、意図しな
い機器がWAN側に開放される恐れがあります。
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システム構成

項目 内容

ポート番号 インターネット側から見た送信先のポート番号を入力します。ポート番
号の範囲指定は行えません。

コメント 自由にコメントを入力できます。登録したクライアントを区別するのに
便利です。

追加 設定した内容を確定し、リストに追加します。

ポートフォワーディング
設定リスト

入力画面で設定した内容をリストとして表示します。
削除したいときは、「選択」にチェックを入れ、「選択を削除」をクリッ
クします。
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システム構成

LAN設定LAN設定

項目 内容

LAN 設定

IP アドレス 本製品の LAN 側の IP アドレスです。初期値は
「192.168.3.1」です。

サブネットマスク 使用中のネットワークのサブネットマスクを入力し
ます。初期値は「255.255.255.0」です。

DHCP 範囲

DHCP サーバーがクライアントに自動的に割り付け
る IP アドレスの範囲を指定します。開始アドレス～
終了アドレスの範囲でクライアントに IP アドレスが
自動的に割り当てられます。
開始の初期値： 192.168.3.100
終了の初期値： 192.168.3.200
「接続端末の表示」をクリックすると、DHCPで接
続中の端末の一覧が表示されます。

DHCP リース時間

DHCP サーバーによりクライアントに割り当てられ
る IPアドレスのリース時間を設定します。1～168
時間までの範囲で設定できます。初期値は48 時
間です。
指定時間を過ぎるとDHCPサーバーより IPアドレ
スを再取得します。

LAN側の設定を行います。

ルーターモードルーターモード

	■基本設定
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システム構成

	■ LANポート

項目 内容

有線 LAN 
ポートの設定

有効 無効に設定すると、LANポートでの通信ができなくなります。

速度と通信方式

イーサネットの通信速度と通信方式を次の中から選択します。（初
期値：自動）

自動

自動的に接続先の機器とのネゴシエーションを
行い、適切な通信速度の設定が設定されます。
通常は、「自動」を選択してください。
接続先の機器を自動的に判別できない場合
は、他の設定を選択してください。

10Mbps 
半二重通信方式

10BASE-T、半二重（Half Duplex）通信
方式で通信します。

10Mbps 
全二重通信方式

10BASE-T、全二重（Full Duplex）通信方
式で通信します。

100Mbps 
半二重通信方式

100BASE-TX、半二重（Half Duplex）通
信方式で通信します。

100Mbps 
全二重通信方式

100BASE-TX、全二重（Full Duplex）通
信方式で通信します。

1000Mbps 
全二重通信方式

1000BASE-T、全二重（Full Duplex）通
信方式で通信します。

フロー制御

フロー制御の「有効」または「無効」を設定します。
（初期値：有効）
「有効」に設定すると、受信側のバッファがあふれ、データの取
りこぼし（オーバーフロー）を検出したときに、通信を制御します。

802.3az

IEEE802.3az の「有効」または「無効」を設定します。（初期値：
有効）
「有効」に設定すると、データの送受信がない待機状態のときに、
Ether ポートへの電源供給を止めることで消費電力を減らします。
接続先の機器も IEEE802.3az に対応している必要があります。
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システム構成

	■固定DHCP設定
特定の端末に固定IP アドレスを割り振ります。通常、クライアントには自動的にIPアドレス
が割り当てられますが、クライアントのネットワーク機器などの問題で、特定のIPアドレスを
割り当てたい場合などに使用します。
クライアントのMACアドレスと指定したいIPアドレスを関連づけて登録することができま
す。最大20件まで設定できます。

項目 内容

固定 DHCP の
有効

有効 固定DHCPリストにある内容が有効になりクライアントの IPアドレ
スが固定されます。

無効 リストにクライアントの IPアドレスが登録されていても無効にチェッ
クが入っている場合は IPアドレスは固定されません。

IP アドレス
クライアントに割り当てる IPアドレスを入力します。（例：192.168.3.100）
※ �DHCP 範囲以外の IPアドレスでも設定可能ですが、割り当て範囲外のた
め設定は無効となります。

MAC アドレス IP アドレスを固定するクライアントの MAC アドレスを入力します。
※ MACアドレスは「：」で区切らないで入力します。（例：0090fe0123ab）

コメント 機器を区別するための名称などを必要に応じて入力します。
（最大半角20文字または全角10文字）

追加 設定したクライアントを固定DHCPリストに追加します。
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システム構成

項目 内容

固定 DHCP 
リスト

IP アドレスを固定設定したクライアントのリストが表示されます。
リストから削除したい場合は、「選択」をチェック後、「選択を削除」をクリッ
クします。
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システム構成

	■MACフィルター（有線）
登録したMACアドレスをもつ有線機器の通信を許可または拒否します。
登録されたMACアドレス以外の機器からのアクセスを許可または拒否することで、第三者か
らの不正アクセスを防止するのに役立ちます。

項目 内容

MAC フィルターを 
設定する

フィルター設定 「無効」、「許可リストを使用」、「拒否リストを使用」の
いずれかを選択し、「適用」をクリックすると、再起動し
たあとにフィルターが適用されます。

MAC アドレスをフィ
ルタリングテーブルに
追加

「許可リスト」または「拒否リスト」を選択した後、接続を許可したい、
または拒否したい無線機器のMAC アドレスを入力し、「追加」をクリッ
クします。
●	MACアドレスは、以下の書式で入力してください。
コロン XX:XX:XX:XX:XX:XX
ハイフン XX-XX-XX-XX-XX-XX
なし XXXXXXXXXXXX
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システム構成

項目 内容
●	MACアドレスを複数指定する場合は以下の書式で区切って入力して
ください。

カンマ XX:XX:XX:XX:XX:XX,XX:XX:XX:XX:XX:XX
スペース XX:XX:XX:XX:XX:XX XX:XX:XX:XX:XX:XX
改行 XX:XX:XX:XX:XX:XX

MAC アドレスフィ
ルター許可リスト／ 
MAC アドレスフィル
ター拒否リスト

MAC アドレス 本製品に無線 LAN でアクセスすることを許可する／拒
否する無線子機のMAC アドレスが表示されます。

アクション リスト上のMAC アドレスを削除するときは、チェック
ボックスをクリックして選択し、「選択を削除」ボタンを
クリックしてください。

バックアップ バックアップボタンをクリックすると、現在登録されてい
るMAC アドレスのリストが保存できます。
ファイル形式：.txt
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システム構成

QoSQoS
QoS は、あらかじめ使用する帯域を予約しておくことで、その通信を優先して伝送させたり、帯
域幅の目安を確保することができます。例えばストリーミングのように一定の転送速度が確保され
ないと実用的でないようなサービスを利用するときに有効です。

ルーターモードルーターモード

項目 内容

ダウンロード /
アップロード帯
域幅設定

QoS QoS 設定の有効／無効を選択します。
（初期値：無効）

ダウンロード帯域幅 ダウンロードで確保する全体の帯域幅を選択しま
す。（初期値：1000Mbps）

アップロード帯域幅 アップロードで確保する全体の帯域幅を選択しま
す。（初期値：1000Mbps）
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システム構成

リダイレクト機能リダイレクト機能 ルーターモードルーターモード

項目 内容
リダイレクト機能 リダイレクト機能のオン／オフを切り替えます。

リダイレクト先 URL 端末に表示させるWeb ページのURLを設定します。

リダイレクト実行周期 リダイレクトを繰り返し実行する周期を設定します。
0に設定すると、繰り返しの実行はしません。

対象／対象外 リダイレクト機能の対象にする機器

本製品に接続した端末に、指定したWebページを表示させることができます。
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システム構成

ログログ
システムログを表示します。

項目 内容

保存

表示されているログ内容をテキストデータでダウンロードします。ファイル名
は「logmsg.log」です。
ログを取得した日時は本製品のシステム設定の日時を表示します。現在時
刻でログを取得したい場合は SNTP サーバーから時刻を取得してください。
（→89ページ「日時」）

クリア 表示されているログ内容を削除します。

更新 ログ内容を最新の状態に更新します。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード

MEMO

本製品が再起動されると表示されているログはクリアされます。
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システム構成

SyslogサーバーSyslogサーバー
Syslogサーバーの設定を行います。

項目 内容

転送ログ 「有効」にチェックを入れると、ログを「Syslog サーバー」欄で指定したログサー
バーに転送します。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード
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無線設定

WPSWPS
WPS（Wi-Fi Protected Setup）機能の設定をします。

項目 内容

WPS

本製品のWPS 機能の初期値は無効です。有効にする場合はチェックし「適
用」をクリックしてください。

PIN

本製品の PINコードです。子機に入力するために使用し
ます。「PIN 生成」をクリックすると、新しい PINコード
を発行できます。
初期値では PINコードの桁が少ない場合があります。そ
の場合は、「PIN 生成」をクリックして、新しい PINコー
ドをご使用ください。

プッシュボタン 
WPS

「スタート」をクリックすると、WPS 接続を開始できます。
（このとき、PINコードの入力は必要ありません。）

PIN による WPS 接続する無線子機の PINコードを設定します。PINコー
ドを入力し、「スタート」をクリックします。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード
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項目 内容

WPS セキュリティ

WPS 機能を実行したときに反映される設定内容を表示します。
「解除」をクリックすると未構成の状態になります。

未設定 2.4GHzまたは5GHz の設定が未設定です。

設定済み
2.4GHz、5GHzそれぞれの設定が設定済です。
WPSの接続先となる次の情報が表示されます。
SSID、セキュリティ、暗号化キー

無線 2.4GHz 2.4GHz 帯の接続情報が表示されます。

無線 5GHz 5GHz 帯の接続情報が表示されます。
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2.4GHz／5GHz2.4GHz／5GHz
2.4GHzおよび 5GHz の無線設定を行います。

項目 内容
無線 無線 LAN 機能の「有効」または「無効」を設定します。（初期値：有効）

無線通信モード

2.4GHz 帯の無線通信モードを次の中から選択します。無線 LAN の帯
域によって設定できる項目が異なります。（初期値：2.4GHz 11b/g/n、
5GHz 11n/a/ac）
2.4GHz の場合
11b IEEE802.11b 規格だけを使用します。
11g IEEE802.11g 規格だけを使用します。
11b/g IEEE802.11b 規格と IEEE802.11g 規格を使用します。
11g/n IEEE802.11g 規格と IEEE802.11n 規格を使用します。

11b/g/n IEEE802.11b 規格、IEEE802.11g 規格、IEEE802.11n 規格を
使用します。

5GHz の場合
11a IEEE802.11a 規格だけを使用します。
11a/n IEEE802.11a 規格と IEEE802.11n 規格を使用します。

11a/n/ac IEEE802.11a 規格、IEEE802.11n 規格、IEEE802.11ac 規格を
使用します。

	■基本設定

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード
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項目 内容

有効 SSID 数
有効にするSSID の個数を設定します。（初期値：1（SSID1のみ有効））
2.4GHz、5GHzそれぞれ 5個まで設定できます。（SSID1～ SSID5）
SSID の数が多くなるほど負荷がかかり、通信速度が遅くなる場合があります。

SSID1 ～ 5

「有効 SSID 数」で有効にした個数の SSIDとVLAN IDを設定します。
（SSIDの初期値：elecom"周波数帯""SSID番号"-"MACアドレスの下6桁"）
※ " 周波数帯 "は、2.4GHz：2g、5GHz：5gとなります。
例えば、"周波数帯 " が 2.4GHz、"SSID 番号 " が 1、"MACアドレスの下
6桁 " が 12：34：56のとき SSID は、「elecom2g01-123456」となります。
SSID は初期値から変更することができます。（半角英数字および半角記号
で、1～32文字まで設定できます。大文字と小文字は区別されます。）

VLAN ID 各SSID に1～4094までの整数値で固有のVLAN IDを設定し
ます。（初期値：1）(※アクセスポイントモード時のみ対応 )

オートチャンネル
オートチャンネル機能の「有効」または「無効」を設定します。
（初期値：有効、FWバージョン1.25F以降）
「有効」に設定すると空きチャンネルを自動検出します。

●オートチャンネルが無効の場合

チャンネル

使用チャンネルを設定します。
2.4GHzの場合 Ch1～13（初期値：Ch11）

5GHzの場合
Ch 36、40、44、48、52（DFS）、56（DFS）、60（DFS）、
64（DFS）、100（DFS）、104（DFS）、108（DFS）、112（DFS）、
116（DFS）、120（DFS）、124（DFS）、128（DFS）、132（DFS）、
136（DFS）、140（DFS）、144（DFS）（初期値：Ch36）

チャンネル帯域幅

無線 LANが帯域により使用する追加チャンネルを選択します。

2.4GHzの場合
「20MHz」、「Auto, +Ch※1」、「40MHz, +Ch※1」
（初期値：Auto, +Ch、FWバージョン1.25F以降。以前は
20MHz）

5GHzの場合
「20MHz」、「40MHz, +Ch※1」、「Auto, 80/40/20MHz」
（初期値：Auto, 80/40/20MHz、FWバージョン1.25F以降。
以前は20MHz※2）

BSS 
BasicRateSet

本製品と無線機器の管理・制御通信フレームの通信速度を選択します。
設定を変更した場合に問題がある場合は、初期値を使用してください。

2.4GHzの場合
「1, 2Mbps」、「1, 2, 5.5, 11Mbps ※ 」、「1, 2, 5.5, 6, 11,12, 
24Mbps※」、「all」（初期値：1,2,5.5,11,6,12,24 Mbps）
※ 無線通信モードが11b の時は表示されません。

5GHzの場合 「6, 12, 24 Mbps」、「all」（初期値：6, 12, 24Mbps）

※1 「チャンネル」で選択した値により表示は異なります。
※ 2 初期値は20MHz（86.7Mbps）です。867Mbpsでご利用になる場合は「Auto, 80/40/20MHz」へ設定を変更してください。
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●オートチャンネルが有効の場合

オートチャンネル
範囲

チャンネルで使用する周波数帯を選択します。
2.4GHz の場合「Ch 1 - 11」、「Ch 1 - 13」（初期値Ch 1 - 11）

5GHz の場合 「W52」、「W52+W53」、「W52+W53+W56」※
（初期値W52+W53+W56）

※ �W52：36/40/44/48ch	
W53：52/56/60/64ch	
W56：100/104/108/112/116/120/124/128/132/136/140ch	
（「オートチャンネル」が「有効」の場合、144ch は選択されません。）
MEMO
● �近い周波数帯を使用した無線機器が本製品の通信速度に影響を与えること
があります。チャンネルを変更して異なる周波数帯を設定してください。

● �W53およびW56のチャンネルでは、DFS（Dynamic Frequency 
Selection）機能が有効になります。これは、気象・管制レーダー等への混
信を避けるために、自動的に使用している周波数帯を変更する機能です。自
動変更が発生したときに無線通信が一時停止することがあります。

● �W52およびW53は屋外で利用できません。W56は屋外で利用できます。

オートチャンネル
間隔

チャンネルを変更する間隔を次の中から選択します。「オートチャンネル」が
「有効」の場合のみ設定できます。
「1時間 /2時間 /12時間 /1日 /2日」（初期値：2時間）

クライアントが接続している場合
でも、チャンネルを変更する

本製品に無線子機を接続しているときでも
自動的にチャンネルを変更します。

チャンネル帯域幅

無線 LANが帯域により使用する追加チャンネルを選択します。

2.4GHz の場合「20MHz」、「Auto」、「40MHz」（初期値：40MHz）

5GHz の場合

「20MHz」、「Auto 40/20MHz」、「Auto 80/40/20MHz」
（初期値：Auto 80/40/20MHz、）
● �最 大 2 つのチャンネルを使用する場合は「Auto 
40/20MHz」、最大4つのチャンネルを使用する場合は
「Auto 80/40/20MHz」を選択してください。

BSS 
BasicRateSet

本製品と無線機器の管理・制御通信フレームの通信速度を選択します。
設定を変更した場合に問題がある場合は、初期値を使用してください。

2.4GHz の場合
「1, 2Mbps」、「1, 2, 5.5, 11Mbps」、
「1, 2, 5.5, 6, 11, 12, 24Mbps」、「all」
（初期値：all）

5GHz の場合 「6, 12, 24 Mbps」、「all」（初期値：all）
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	■詳細設定

項目 内容

コンテンションスロット
（2.4GHz のみ）

コンテンションスロットを「Short」または「Long」から選択します。
（初期値：Short）
本製品と、接続する無線機器のコンテンションスロットの設定を同じ
「Short」に設定すると、通信速度が向上する場合があります。
接続する無線機器が「Short」に対応していない場合は、接続ができ
ないことがあります。

プリアンブルタイプ
（2.4GHz のみ）

プリアンブルタイプを「Short」または「Long」から選択します。
（初期値：Short）
本製品と、接続する無線機器のプリアンブルタイプの設定を同じ
「Short」に設定すると、通信速度が向上する場合があります。
接続する無線機器が「Short」に対応していない場合は、接続ができ
ないことがあります。
接続する無線機器のプリアンブルタイプを同じ設定にしてください。
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項目 内容

ガードインターバル

干渉を避けるための符号長の設定を次の中から選択します。
（初期値：Short GI）

Short GI
符号長の付加時間を短くし、「Long GI」を選択した場合よ
り多くの情報を送信することができますが、符号間干渉が
発生しやすくなります。

Long GI 符号長の付加時間を長くし、符号間干渉の発生を防ぎます。

AMSDU AMSDU機能（フレーム・アグリゲーション）の「有効」または「無効」
を設定します。（初期値：無効）

802.11g プロテクション
（2.4GHz のみ）

「有効」に設定すると、11b/g 規格が混在している通信環境で、11g
規格を優先します。

802.11nプロテクション 「有効」に設定すると、11b/g/n 規格が混在している通信環境で、11n 規格を優先します。

UAPSD
UAPSD の「有効」または「無効」を設定します。（初期値：有効）
UAPSD を「無効」に設定すると、接続クライアントの省電力化に貢
献できる場合があります。

DTIM 間隔

省電力に関する情報を本製品から無線機器に送信する間隔を1～
255の範囲で設定します。（初期値：1）
間隔が大きいほど無線機器の省電力効果が増しますが、応答が遅く
なります。ただし、無線機器の省電力の設定を有効にしていないと、
この設定は無効です。

RTS 閾値
RTS 手順を行うときのサイズを1～2347の範囲で設定します。
（初期値：2347）
設定したサイズよりもフレームサイズが大きい場合、RTSを送信します。

フラグメント閾値

送信フレームの断片化を行うときのサイズを256 ～2346 の範囲で
設定します。（初期値：2346）
設定したサイズよりもフレームサイズが大きい場合、フレームを分割し
て送信します。

マルチキャストレート

マルチキャストパケットの通信速度を次の中から選択します。
（初期値：自動）
自動 / 2Mbps※ / 5.5Mbps※ / 6Mbps / 9Mbps / 11Mbps※ / 	
12Mbps / 18Mbps / 24Mbps / 36Mbps / 48Mbps / 54Mbps
※ 2.4GHz のみ
「自動」を選択すると、通信環境にあわせて自動的に最適な速度で通
信します。
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項目 内容

送信出力

本製品が無線で送信するときの電波の出力強度を次の中から選択し
ます。（初期値：100%）
「100%」、「90%」、「75%」、「50%」、「25%」、「10%」
本製品の電波の届く範囲を調整することができます。

ビーコン間隔

ビーコンフレームの送信間隔を設定します。
ビーコンフレーム間隔を短くすると無線機器からの検出は早くなりま
すが、通信速度が低下する可能性があります。
通常は初期値で使用してください。
2.4GHz：100 ～ 1000ms　（初期値：100ms）
5GHz：100 ～ 1000ms　（初期値：100ms）

キープアライブ期間

本製品に無線機器を接続している場合、本製品が無線機器に接続さ
れていることを確認する間隔を 0 ～ 65535 秒の範囲で設定します。
（初期値：60 秒）
通常は初期値（60 秒）のまま使用してください。

ワイヤレスマルチキャス
トスヌーピング

有効の場合、有線ポートからのマルチキャストパケットを、ユニキャス
トパケットに変換してクライアントに届けます。
マルチキャストパケットによる帯域不足が起きる場合、有効にすること
で改善される場合があります。（初期値：無効）
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	■セキュリティ

項目 内容

SSID
セキュリティを設定するSSIDを選択します。（初期値：SSID1）
「無線設定」－「2.4GHz 11b/g/n」または「5GHz 11a/n/ac」の「基
本設定」で設定した SSID のみ選択できます。

ブロードキャスト SSID

無線 LAN上の無線機器から本製品を検索可能にする機能の「有効」
または「無効」を設定します。（初期値：有効）

有効
無線機器を本製品に接続する場合、無線機器側で本製品を検
索可能にします。ただし、無線機器側もブロードキャストSSID
を有効にする必要があります。

無効
無線機器を本製品に接続する場合、無線機器側で本製品を検
索しても見つからないようになります。無線機器側で本製品の
SSIDを直接入力する必要があります。

セパレーター機能

同一周波数帯に接続している無線機器間の通信制限を次の中から選
択します。（初期値：無効）
● セパレーター機能は、無線機器間に対する通信制御機能です。
無効 無線機器間への通信制御を行いません。

STA セパレーター 現在の無線通信モードに接続しているすべての無
線機器間の通信を禁止します。

SSID セパレーター 同じ無線通信モードの同じSSID に接続している
無線機器間のみ通信を許可します。

STA ＆ SSID 
セパレーター

同じ無線通信モード同じSSID に接続しているすべ
ての無線機器間の通信を禁止します。
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項目 内容

接続制限台数

各無線通信モードの最大同時接続台数を設定します。
（設定範囲は、2.4GHz、5GHzともに1～50（初期値：50）です。）
● �この設定は接続可能な最大数です。最大数を接続したときの通信
状況は、接続無線機器の通信量や環境により影響されます。

認証方式

本製品へ接続された無線機器に使用する認証方式を設定します。
（初期値：WPA-Personal）
各認証方式を設定するためには、接続する無線子機が各認証方式に
対応している必要があります。設定の前に無線子機の対応規格をご確
認のうえ認証方式を選択してください。

認証なし

認証方式を設定しません。
通常は「認証なし」に設定しないでください。悪用
されたり、パソコンに不正アクセスされる場合があ
ります。

Enhanced Open Enhanced Open に対応した無線機器が通信でき
ます。通信はAESで暗号化されます

IEEE802.1x/EAP

専用の RADIUS 認証サーバーを用意し、EAP 認
証プロトコルを使用することで、無線子機がネット
ワークに接続するための認証手段を厳格に行うこ
とができます。主にビジネスユースで利用されてい
ます。

WPA Personal

WPA Personal に準拠した無線機器との認証設定
を行います。
WPA タイプは以下から選択できます。
・「WPA3 Personal」
・「WPA2/WPA3 Personal」
・「WPA2 Personal」 ・「WPA/WPA2 Personal」
（初期値：WPA2 Personal）

WPA Enterprise

WPA Enterprise に準拠した無線機器の認証を行
います。
EAP 認証プロトコルに対応した無線機器（サプリカ
ント）および RADIUS サーバーが必要です。WPA 
タイプは以下から選択できます。
・「WPA3 Enterprise-192bit」 
・「WPA3 Enterprise」
・「WPA2/WPA3 Enterprise」
・「WPA2 Enterprise」
・「WPA/WPA2 Enterprise」
（初期値：WPA3 Enterprise-192bit）
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追加認証

無線機器接続時の追加認証の方式を次の中から選択します。
（初期値：追加認証なし）
MACアドレスのクライアントのみを接続許可／拒否する場合は、本
設定項目にて「MACアドレスフィルター許可リスト」または「MACア
ドレスフィルター拒否リスト」を選択してください。
MACアドレスの登録については、78 ページ「MACフィルター（無線）」
を参照してください。
認証なし 追加認証を設定しません。

MAC アドレスフィル
ター許可リスト

接続を許可する無線機器のMAC アドレスを本
製品へ登録しておき、該当する機器のみ接続を
認証します。

MAC アドレスフィル
ター拒否リスト

接続を拒否する無線機器のMAC アドレスを本
製品へ登録しておき、該当する機器のみ接続を
拒否します。

項目 内容

Transition Mode 本機能を有効にすると、Enhanced Openに対応していない無線機器
でもEnhanced Openに設定した SSID に接続可能になります。

項目 内容

キーの長さ 暗号化キーの長さを「64 ビット」または「128 ビット」から選択します。
（初期値：64 ビット）

●認証方式が「Enhanced Open」の場合

●認証方式が「IEEE802.1x/EAP」の場合
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項目 内容

WPA タイプ

WPAのタイプを選択します。
ご使用になる無線子機が対応している種別を選択します。
「WPA3 Personal」、「WPA2/WPA3 Personal」、	
「WPA2 Personal」、「WPA/WPA2 Personal」	
（初期値：WPA2 Personal）

暗号化タイプ

暗号化タイプを表示します。

AES（初期値）

暗号化に強力なアルゴリズムを利用し、さらに安全性
を高めた暗号通信方式です。
この暗号化方式を利用する場合は、本製品と無線機
器の両方でAES/CCMプロトコルに対応している必要
があります。

TKIP/AES mixed 
mode

TKIPと AES の認証および通信を同時に行います。ブ
ロードキャスト/マルチキャスト通信では、TKIP を使
用します。
WPAタイプに「WPA/WPA2 Personal」を選択して
いる場合に設定できます。

キー更新間隔 Pre-shared キー（事前共有キー）の更新間隔を 0 ～ 9999 分の範囲
で設定します。（初期値：60 分）

Pre-shared 
キータイプ

Pre-sharedキー（事前共有キー）の書式を「パスフレーズ」または「Hex
（64文字）」から選択します。（初期値：パスフレーズ）

パスフレーズ 半角英数字 8～ 63文字で入力します。
Hex（64 文字） 16 進数 64 桁で入力します。

Pre-shared キー
SSID1 本製品に設定された初期値が表示されています。任意の

値に変更する事が可能です。
SSID2 ～ 5 初期値は空欄です。任意のPre-sharedキーを入力します。

●認証方式が「WPA Personal」の場合
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●認証方式が「WPA Enterprise」の場合

項目 内容

WPA タイプ

WPAのタイプを選択します。
ご使用になる無線子機が対応している種別を選択します。
「WPA3 Enterprise-192bit」、「WPA3 Enterprise」、	
「WPA2/WPA3 Enterprise」、「WPA2 Enterprise」、	
「WPA/WPA2 Enterprise」（初期値：WPA3 Enterprise-192bit）

キー更新間隔 Pre-shared キー（事前共有キー）の更新間隔を 0 ～ 9999 分の範
囲で設定します。（初期値：60 分）
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	■クライアント
本製品と通信をしている無線機器の情報が表示されます。

項目 内容
数 本製品と接続している無線機器の SSID 番号が表示されます。

SSID 無線機器が接続しているSSIDが表示されます。

MAC アドレス 本製品と接続している無線機器のMAC アドレスが表示されます。

送信パケット 本製品と接続している無線機器に送信したデータ量（KBytes）が表示されま
す。

受信パケット 本製品と接続している無線機器から受信したデータ量（KBytes）が表示され
ます。

シグナル（％） 本製品と接続している無線機器の信号強度（%）が表示されます。

接続時間 本製品と接続している無線機器の連続接続時間が表示されます。

アイドルタイム 本製品と接続していた無線機器が切断されて（通信していない状態になって）
から現在までの時間が表示されます。

リフレッシュ クリックすると表示内容が更新されます。
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無線設定

MACフィルター（無線）MACフィルター（無線）
登録したMACアドレスを持つ無線子機のみ通信を許可したり、拒否する設定をします。
第三者の無線子機からの不正アクセスを防止するのに役立ちます。

項目 内容

MAC アドレスを追加

「許可リスト」または「拒否リスト」を選択した後、接続を許可したい、
または拒否したい無線機器のMAC アドレスを入力し、「追加」をクリッ
クします。
●	MACアドレスは、以下の書式で入力してください。
コロン XX:XX:XX:XX:XX:XX
ハイフン XX-XX-XX-XX-XX-XX
なし XXXXXXXXXXXX

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード
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無線設定

項目 内容
●	MACアドレスを複数指定する場合は以下の書式で区切って入力して
ください。

カンマ XX:XX:XX:XX:XX:XX,XX:XX:XX:XX:XX:XX
スペース XX:XX:XX:XX:XX:XX XX:XX:XX:XX:XX:XX
改行 XX:XX:XX:XX:XX:XX

MAC アドレスフィ
ルター許可リスト／ 
MAC アドレスフィル
ター拒否リスト

MAC アドレス 本製品に無線 LAN でアクセスすることを許可する／拒
否する無線子機のMAC アドレスが表示されます。

アクション リスト上のMAC アドレスを削除するときは、チェック
ボックスをクリックして選択し、「選択を削除」ボタンを
クリックしてください。

バックアップ バックアップボタンをクリックすると、現在登録されてい
るMAC アドレスのリストが保存できます。
ファイル形式：.txt
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無線設定

RADIUSRADIUS

無線機器の認証などで使用するRADIUS サーバーを設定します。
2.4GHz 帯と5GHz 帯で各 2台（プライマリ、セカンダリ）の RADIUS サーバーを登録で
きます。セカンダリの RADIUS サーバーは、プライマリのサーバーの障害時に自動的に切り
替えて使用されます。

	■RADIUS設定

● RADIUS サーバー（2.4G）、RADIUS サーバー（5G）
帯域およびプライマリ、セカンダリ共通の説明になります。

項目 内容

RADIUS サーバー 認証に使用するRADIUSサーバーの IPアドレスを設定します。
（初期値：空欄）

認証ポート RADIUSプロトコルが使用するUDPポート番号を設定します。
（初期値：1812）

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード
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無線設定

項目 内容

共有シークレット

本製品とRADIUSサーバー間の通信で使用する共有シークレットを半角英
数字1～ 99文字の範囲で設定します。（初期値：空欄）
登録している共有シークレットが一致しなければ、RADIUSサーバーへの
認証を得ることができません。

セッションタイム 
アウト

無線機器とのセッション時間の設定を 0 ～ 86400（秒）の範囲で設定し
ます。
（初期値：3600 秒）
設定値が 0の場合、セッションタイムアウトはありません。
RADIUSサーバー側のセッションタイムアウト設定が、本製品の設定よりも
優先されます。
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無線設定

ワイヤレスモニターワイヤレスモニター
本製品の周囲に設置されている無線機器の使用状況が表示されます。
「2.4GHz 11b/g/n」および「5GHz 11a/n/ac」の「基本設定」で「無線」を「有効」に
設定している帯域のみワイヤレスモニターが動作します。

項目 内容

詳細設定 周囲に設置されている任意の無線アクセスポイントを手動で登録します。
登録済みのアクセスポイントは薄いグレーの背景で表示されます。

無線 2.4GHz、
無線 5GHz

Ch 検出された無線機器のチャンネルが表示されます。

SSID 検出された無線機器の SSIDが表示されます。

MAC アドレス 検出された無線機器のMACアドレスが表示されます。

セキュリティ 検出された無線機器のセキュリティタイプが表示されます。

シグナル（％） 検出された無線機器の信号強度（%）が表示されます。

タイプ 検出された無線機器の無線通信モードが表示されます。

リフレッシュ 表示を最新の使用状況に更新します。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード
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ツールボックス

管理者管理者
本製品の設定画面にログインするためのアカウントや本製品の詳細設定について設定します。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード

項目 内容

本製品を管理する 
アカウント

管理者名 設定画面のログイン時に使用するユーザー名です。
（初期値：admin）
変更する場合は、半角英数字および「-」で4～16文字の範囲で
設定します。「-」はユーザー名の先頭または末尾に設定できません。
空欄は設定できません。

管理者 
パスワード

設定画面のログイン時に使用するパスワードです。
（初期値：admin）
変更する場合は、半角英数字および記号で1～32 文字の範囲で
設定します。空欄は設定できません。
「（確認）」にも同じパスワードを入力してください。

重要 セキュリティ確保のため、初期値からの変更を
おすすめします。
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ツールボックス

項目 内容

本製品を管理する 
アカウント

ログインタイ
ムアウト

操作がないときに自動的にログインまでの時間を設定します。
120 ～3600 秒の間で設定可能です。
「無制限」にチェックをいれるとログインタイムアウトを制限し
ません。（初期値：300 秒）

詳細設定

製品名 本製品の本体名称です。
（初期値：「WAB」+有線 LANのMACアドレス）
この名称が、転送ログ（syslog）などで使用されます。
変更する場合は、半角英数字および「-」で1～32 文字の
範囲で設定します。
「-」は製品名の先頭または末尾に設定できません。空欄は
設定できません。

管理プロトコル 本製品の設定画面で使用する設定インターフェースの有効ま
たは無効を設定します。
使用する設定インターフェースをチェックします。
HTTP WebブラウザーからHTTP プロトコルを利用

してアクセスできる設定インターフェースです。
（初期値：有効）

HTTPS WebブラウザーからHTTPSプロトコルを利
用してアクセスできる設定インターフェースで
す。（初期値：有効　※ 変更できません）

SNMP SNMPプロトコルをサポートしたマネージャソ
フトからアクセスできる設定インターフェースで
す。（初期値：有効）
以降の設定項目は、この設定をチェックした場
合のみ有効になります。

SNMP 
バージョン

SNMPプロトコルのバージョンを「v1/v2c」または「v3」か
ら選択します。（初期値：v1/v2c）
「v1/v2c」を選択した場合、MIB のアクセスにはコミュニ
ティ（SNMP取得コミュニティ、SNMP 設定コミュニティ、
SNMPトラップコミュニティ）を使用します。

SNMP 取得 
コミュニティ

SNMP「GETRequest」コマンドのコミュニティ名です。
（初期値：public）
変更する場合は、半角英数字および記号で 6～32 文字の
範囲で設定します。
「SNMPバージョン」で「v1/v2c」を選択した場合のみ設定
できます。
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ツールボックス

項目 内容

詳細設定

SNMP 設定 
コミュニティ

SNMP「SETRequest」コマンドのコミュニティ名です。
（初期値：private）
変更する場合は、半角英数字および記号で 6～32 文字の
範囲で設定します。
「SNMPバージョン」で「v1/v2c」を選択した場合のみ設定
できます。

SNMP  
ユーザー名

「SNMP バージョン」に「v3」を選択した場合、入力します。
（初期値：空欄）
使用可能な文字は半角英数字、1～32文字以内です。

SNMP 認証 
タイプ

「SNMP バージョン」に「v3」を選択した場合、「MD5」「SHA」
「認証しない」から選択します。（初期値：SHA）
「認証しない」を選択した場合は、「SNMP 認証パスワード」
の入力は不要です。

SNMP 認証 
パスワード

SNMP v3で通信する時の認証に利用するパスワードです。
（初期値：空欄）
指定する場合は、半角英数字および記号で8～32 文字の
範囲で設定します。

SNMP  
暗号化タイプ

「SNMP バージョン」に「v3」を選択した場合、「AES128」
「DES」「暗号化しない」から選択します。（初期：AES128）
「暗号化しない」を選択した場合は、「Pre-shared キー」の
入力は不要です。

Pre-shared
キー

「SNMP バージョン」に「v3」を選択し、「SNMP 暗号化方
式」に「DES」を選択した場合、入力します。（初期値：空欄）
使用可能な文字は半角英数字および記号で8～32 文字の
範囲で設定します。

SNMP システム
ロケーション

SNMP「syslocation」コマンドの設定値です。
（初期値：Unknown）
変更する場合は、半角英数字および記号で1～ 50文字の
範囲で設定します。

SNMPトラップ SNMPマネージャにネットワークエラーを通知するための
SNMPトラップを有効または無効にします。

SNMPトラップ
コミュニティ

SNMPトラップを有効にした場合、SNMP-TRAP 要求につ
いて SNMPマネージャと検証するための SNMPトラップコ
ミュニティ名を入力します。

SNMPトラップ
マネージャ

SNMPトラップを有効にした場合、SNMPマネージャの IP
アドレスまたはサーバー名（2～128文字の英数字）を指定
します。
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ツールボックス

アクセス設定アクセス設定 アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード

管理画面／SNMPへのアクセス設定を行います。

項目 内容
WAN 側アクセス

（ルーターモードのみ）
WAN側から管理画面へのアクセスを許可するか設定します。
(初期値：無効 )

アクセスを許可する 
ホスト

WAN側アクセスを有効にした場合に選択します。
すべて 

（初期値）
すべてのWAN側ホストから管理画面へアクセスできます。

任意 「ホスト1」～「ホスト3」で指定された有線機器のみ管理画
面へのアクセスを許可します。

● 管理画面アクセス設定

86



ツールボックス

項目 内容

LAN 側アクセス LAN側から管理画面へのアクセスを許可するか設定します。
（初期値：有効）

アクセスを許可する 
ホスト

LAN側アクセスを有効にした場合に選択します。
すべて 

（初期値）
すべての LAN側ホストから管理画面へアクセスできます。

任意 「ホスト1」～「ホスト3」で指定された有線機器のみ管理画	
面へのアクセスを許可します。

ホスト1 ～ホスト3 「アクセスを許可するホスト」で「任意」を選択している場合に、管理
画面へのアクセスを許可する有線ホストを指定します。

無線アクセス 無線機器から管理画面にアクセスを許可するか設定します。
（初期値：有効）

アクセスを許可する 
ホスト

無線アクセスを有効にした場合に選択します。
すべて 

（初期値）
すべての無線ホストから管理画面へアクセスできます。

任意 「ホスト1」～「ホスト3」で指定された有線機器のみ管理画	
面へのアクセスを許可します。

ホスト1 ～ホスト3 「アクセスを許可するホスト」で「任意」を選択している場合に、管理
画面へのアクセスを許可する無線ホストを指定します。

● SNMPアクセス設定

項目 内容
WAN 側アクセス

（ルーターモードのみ）
WAN側からSNMPへのアクセスを許可するか設定します。
（初期値：無効）

アクセスを許可する 
ホスト

WAN側アクセスを有効にした場合に選択します。
すべて 

（初期値）
すべてのWAN側ホストからSNMPへアクセスできます。

任意 「ホスト1」～「ホスト3」で指定された有線機器のみ管理画
面へのアクセスを許可します。

LAN 側アクセス LAN側からSNMPへのアクセスを許可するか設定します。
（初期値：有効）
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ツールボックス

項目 内容

アクセスを許可する 
ホスト

LAN側アクセスを有効にした場合に選択します。
すべて 

（初期値）
すべての LAN側ホストからSNMPへアクセスできます。

任意 「ホスト1」～「ホスト3」で指定された有線機器のみ管理画	
面へのアクセスを許可します。

無線アクセス 無線機器からSNMPにアクセスを許可するか設定します。
（初期値：有効）

アクセスを許可する 
ホスト

無線アクセスを有効にした場合に選択します。
すべて 

（初期値）
すべての無線ホストからSNMPへアクセスできます。

任意 「ホスト1」～「ホスト3」で指定された有線機器のみ管理画	
面へのアクセスを許可します。
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ツールボックス

日時日時
本製品の内部時計を設定します。日付と時刻、NTPサーバー、タイムゾーンを設定できます。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード

項目 内容

日付と時刻の設定

現在時刻 本製品の内部時計の日付と時刻を年月日は西暦、時刻は24時
間制で設定します。設定できる範囲は、2005年から2037年です。
例）2021年12月10日22時 26分45 秒
「PCから現在時刻を取得する」をクリックすると、設定画面に
アクセスしているパソコンの時刻を取得し、設定します。
ご使用のパソコンによっては、取得できない場合があります。

NTP タイムサー
バー

NTP を 
利用する

NTP 機能を使用する場合は「有効」をチェックします。（初期値：
チェックなし）

サーバー名 使用するNTPサーバーのホスト名または IPアドレスを設定しま
す。
（初期値：空欄）
半角英数字および「.」、「-」で1～128文字の範囲で設定します。
「.」、「-」はサーバー名の先頭または末尾に設定できません。
ホスト名を設定する場合は、DNSが設定されている必要があり
ます。

更新間隔 NTP サーバーへの時刻確認の間隔を1～24 時間（時間単位）
の範囲で設定します。（初期値：24）
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ツールボックス

項目 内容

タイムゾーン 本製品の内部時刻を設定します。
（初期値：（GMT+09:00）大阪、札幌、東京）

MEMO

NTPサーバーを正しく設定することによって、再起動または電源オン時に時計を自動的
に調整することができます。
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ツールボックス

設定を保存/復元設定を保存/復元
本製品の現在の設定内容を保存したり、保存した設定ファイルを本製品に復元したりします。

●	�設定を復元すると、IPアドレスや無線の暗号化キーなどが設定ファイルを保
存したときの設定に戻るため、本製品に接続できなくなる恐れがあります。

●	�設定ファイルの保存時と復元時の管理者パスワードが異なる場合、設定
ファイルを復元すると管理者パスワードも復元されます。設定ファイルを
保存したときの本製品の管理者パスワードを忘れないように注意してくだ
さい。本製品の設定操作ができなくなります。

●	�復元を実行すると、復元の失敗または成功に関わらず日時が初期化されます。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード

重要

項目 内容

設定をバックアップ

保存 クリックすると、本製品の現在の設定内容を設定ファ
イルとしてPC内に保存します。
設定ファイルには、本製品に設定された情報がすべ
て含まれます。
保存される設定ファイルは名前は次のとおりです。
「ELECOM-WAB+（MACアドレス）.cfg」
すでに設定ファイルが存在する場合は、「ELECOM-
WAB+（MACアドレス）+(X).cfg」（Xは数字。1か
ら1ずつ増加）となります。
例）ELECOM-WAB0090FE000006(1).cfg

パスワードを使用し
て設定ファイルを暗
号化します。

チェックして「保存」をクリックすると、設定ファイル
にパスワードを設定します。
パスワードは、半角英数字および記号で1～32文字
の範囲で設定します。空欄は設定できません。
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ツールボックス

項目 内容

設定を復元する

復元するファイルを選択します。
参照 クリックすると、アップロードするファイルの選択画面が

表示されます。パソコンに保存している設定ファイルを
選択し、「開く」をクリックしてください。

パスワードを使
用してファイルを
開きます。

復元する設定ファイルにパスワードを設定している場合
は、チェックしてから「復元」をクリックし、保存時に設
定したパスワードを入力します。

復元 設定ファイルを読み込み、設定内容の復元を開始します。

重要 次の設定ファイルは復元できません。
●�保存した設定ファイルのファームウェアバージョンが現在の本

製品のファームウェアバージョンよりも新しい場合
●設定ファイルが破損している場合
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ツールボックス

初期化初期化
本製品の設定を初期化します。

項目 内容
工場出荷設定に戻す 本製品のすべての設定を工場出荷時の設定に戻します。
IP アドレス設定を保持、
その他は工場出荷時設
定に戻す

IP アドレス設定をのぞく、本製品の設定を工場出荷時の設定に戻し
ます。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード

選択したオプションで
初期化します。
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ツールボックス

ファームウェア更新ファームウェア更新

本製品のファームウェアをアップデートします。ファームウェアをアップデートすると、機能
の追加や不具合の改善などが実行されます。

項目 内容

ファームウェアの
アップデートファイル

ファームウェアのアップデートファイルを選択します。
参照 アップロードするファイルの選択画面が表示されます。

パソコンに保存しているアップデートファイルを選択し、
「開く」をクリックしてください。

アップデート ファームウェアのアップデートファイルを読み込み、ファー
ムウェアの更新を開始します。

重要 次の場合は、ファームウェアのアップデート時にエラーになりま
す。
● 別機種の無線親機のアップデートファイルの場合
● アップデートファイルが破損している場合

●	�ファームウェア更新中は、本体のLED が点滅します。LED の点滅中は絶対に
本製品の電源を切らないでください。本製品の故障の原因になります。書き
込みが終わると、自動的に本製品が再起動します。

●	�当社が提供するファームウェアのアップデートファイル以外は使用しないでく
ださい。

●	�ファームウェアのアップデートを実行すると、アップデートの失敗または成功
に関わらず日時が初期化されます。

	■ファームウェア更新

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード

重要

94



ツールボックス

本製品にはエレコム・ホームページ上に最新のファームウェアが公開されたかどうか、自動的
に確認を行う「新ファームウェア確認通知」機能があります。
エレコム・ホームページ上現在使用しているファームウェアのバージョンより新しいファーム
ウェアがある場合、指定したアドレス宛に通知メールを送信します。
これにより、最新ファームウェアの適用検討を速やかに行えるようになります。

	■ファームウェア確認

項目 内容

新ファームウェア 
確認通知

新ファームウェア 
確認

有効を選択すると、「新ファームウェア確認通知」機能が
有効になります。（初期値：無効）

確認時間

確認実施時間 最新ファームウェアの存在を確認する時間を選択します。
（自動、または00:00 ～23:30 の範囲で30 分ごと）
自動の場合は、無作為に確認時間が設定されます。
（初期値：自動）
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ツールボックス

項目 内容

通知メール設定

宛先メール 
アドレス

新ファームウェアの通知メールを送付するメールアドレス
を設定します。

テストメール 
送信

入力したメールサーバー設定を利用して、テストメールを
送信します。
メールサーバー・アドレスの設定が正しいか確認すること
ができます。「テストメール送信」ボタンをクリックして
もメールが届かない場合は、設定内容を確認してくださ
い。

メールサーバー 
設定

送信メール 
アカウント

告知メールを送信するための SMTP サーバーへアクセス
するメールアカウントを設定します。

SMTP サーバー
アドレス

メールを送信するSMTP サーバーのアドレスを設定しま
す。

SMTP サーバー
ポート

SMTP サーバーで使用する認証に合わせたポート番号を
設定します。
25：SMTP　465：SSL　587：TLS

有効 認証 SMTP サーバーで認証が必要な場合、サーバーで使用す
る認証を「SSL」または「TLS」から選択します。
（初期値：無効）

アカウント SMTP サーバーの認証で使用するアカウント名を設定し
ます。

パスワード SMTP サーバーの認証で使用するパスワードを設定しま
す。

送信回数制限

メール送信回数 告知メールを指定します。指定した回数のメール送信を
行うと、それ以上送信を行わなくなります。「0」を指定
した場合は、エレコム・ホームページに公開されている
ファームウェアを適用するまで、継続して通知メールを
送信します。（初期値：1）

メール送信頻度 何日に1回、通知メールを送信するか、設定可能です。
エレコム・ホームページに新しいファームウェアが公開さ
れている状態の場合、「1」の場合は、毎日通知メールを
送信します。「2」の場合は1日おき、「7」の場合は毎週
1通の送信を行います。（初期値：1）
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ツールボックス

ここでは、Gmailを利用した場合の手順を説明します。
※ 以下の手順は2022年9月時点のものです。最新の各手順はGmailのヘルプをご覧くだ
さい。

Googleアカウントの2段階認証プロセスを設定します。

「Googleへのログイン」から「アプリのパスワード」で、本製品用
のパスワードを生成します。

1

2

メールでファームウェアの通知設定を行う場合

Googleアカウントでログイン後、「アカウント情報」の「Googleへのログイン」から、
「2段階認証プロセス」を有効に設定します。
※	 2段階認証プロセスを設定すると、他のGoogleアプリ用のパスワードの生成や
設定などさらに作業が必要になる場合があります。

①	アプリ パスワードを生成するアプリとデバイスを選択します。
	 アプリは「メール」、デバイスは「その他（名前を入力）」を選択し、任意の名
前を入力して「生成」ボタンをクリックします。
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ツールボックス

指定した時刻にメールを受信したい場合は、本製品自体の日時設
定を行います。

3

ランダムな時間にメールを受信しても問題ない場合は、本手順は不要です。
以下は、NTPタイムサーバーを使用する場合の設定例です。
①	［ツールボックス］－［日時］を選択して日時設定画面を開き、以下の設定を

行います。

②	［適用］をクリックします。

「有効」をチェック

利用する NTP タイムサーバー
のアドレスを入力します。
例）ntp.nict.jp

②	生成されたパスワードを、クローンマネージャーの「認証パスワード」に入
力します。
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ツールボックス

本製品の新ファームウェア確認通知設定を行います。4
①	［ツールボックス］－［ファームウェア更新］－［ファームウェア確認］を選択

してファームウェア確認画面を開き、以下の設定を行います。

「有効」を選択

95 ページを参照して、任意
の時間または「自動」に設定

確認通知を受信するメールアドレス
を入力
送信されるメールの「To」になり
ます。

Gmail のメールアドレスを入力
送信されるメールの「From」にな
ります。

「smtp.gmail.com」と入力
「587」と入力

「TLS」を選択

Gmail のメールアドレスを入力
Gmail のパスワードを入力

96 ページを参照して、任意の
値を設定

②	［適用］をクリックします。
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ツールボックス

ファームウェア確認画面の［テストメール送信］ボタンをクリックし
て、テストメールを送信します。

宛先メールアドレスに設定したメールアドレスにテストメールが受信されているか確認
してください。
ファーム確認通知メールの件名・本文は以下の画像を参照してください。

5
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ツールボックス

節電節電
設定した曜日および時間に節電機能を作動させます。
節電機能動作中は、LEDランプや無線をオフにすることができます。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード

項目 内容

節電 有効に設定すると、「スケジュールテーブル」で指定した曜日および時間に節電
機能が動作します。（初期値：無効）

ユーザー設定

WLAN（2.4G） チェックすると節電機能動作時に2.4GHz 帯の無線を無効に
します。
（初期値：チェックなし）

WLAN（5G） チェックすると節電機能動作時に5GHz 帯の無線を無効にし
ます。
（初期値：チェックなし）
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ツールボックス

項目 内容

スケジュール 
テーブル

追加 「追加」をクリックすると、スケジュール設定画面が表示され
ます。
スケジュールは最大8件まで設定できます。

節電機能を動作させる曜日をチェックし、「開始時刻」と「終
了時刻」を選択します。
設定後、「適用」をクリックすると、設定が追加されます。

選択を削除 選択しているスケジュールを削除します。
編集 選択したスケジュールを編集し再設定できます。
すべてを削除 すべてのスケジュールを削除します。
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ツールボックス

再起動スケジュール再起動スケジュール
指定した曜日および時間に本製品を再起動させることができます。

項目 内容

再起動 「有効」に設定すると、「スケジュールテーブル」で指定した曜日および時間に再
起動します。

スケジュール 
テーブル

追加 「追加」をクリックすると、スケジュール設定画面が表示されます。
スケジュールは最大8件まで設定できます。

再起動させたい曜日をチェックし、「開始時刻」と「終了時刻」を
選択します。
設定後、「適用」をクリックすると、設定が追加されます。

選択を削除 選択しているスケジュールを削除します。
すべてを削除 すべてのスケジュールを削除します。

MEMO
適用後のスケジュールの変更が必要な場合は、保存した設定を削除して再度
設定を行ってください。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード
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ツールボックス

LED設定LED設定
本製品のLEDの点灯または消灯を設定します。

項目 内容
電源 LED

「オフ」に設定すると、各 LEDランプが消灯します。
正面 / 背面 LAN ポート LED
無線 2.4G LED
無線 5G LED

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード
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ツールボックス

再起動再起動
本製品を再起動します。

項目 内容

再起動 クリックすると、本製品を再起動します
再起動を実行すると、日時設定が初期値に戻ります。

アクセスポイントモードアクセスポイントモード ルーターモードルーターモード
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動作モードを切り替える.............................................107
ログインID／パスワードを変更する......................108
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無線LANがつながらない...........................................110
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こんなときはこんなときは
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1 本製品を設置する環境に応じていずれかの位置にスイッチを切り
替えます。

重要 動作モードを切り替えるときは、必ず本製品の電源を切った状態でス
イッチをスライドし、電源を入れなおしてください。

動作モードを切り替える

RT ：本製品をルーターとして使用する場合。
AP ：本製品をアクセスポイントとして使用する場合。

RESET WPS

ON OFF

PWR

UPLINK

2.4G

5G
RT

AP
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ログインID／パスワードを変更する

1 本製品の設定画面を開き、「ツールボックス」－「管理者」をクリッ
クします。

3 本製品が再起動され、設定が反映されます。

2 「管理者名」および「管理者パスワード」を変更し、「適用」をクリッ
クします。

管理者名

設定画面のログイン時に使用するユーザー名です。（初期値：admin）
変更する場合は、半角英数字および「-」で4～16文字の範囲で設定します。
「-」はユーザー名の先頭または末尾に設定できません。
空欄は設定できません。

管理者 
パスワード

設定画面のログイン時に使用するパスワードです。
変更する場合は、半角英数字および記号で1～32 文字の範囲で設定します。
空欄は設定できません。
「（確認）」にも同じパスワードを入力してください。

重要 セキュリティ確保のため、「管理者パスワード」は初期値からの変更をお
すすめします。
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インターネットにつながらない

以下のことを試してください。

①	本製品を再起動する。
電源スイッチをいったんオフにした後、再度オンにします。

②	本製品を初期化/再設定する。
本製品のリセットボタンを先の細いもので押し続けます（付属「クイックセット
アップガイド」を参照）。
初期化後は、付属のクイックセットアップガイドを参照して再設定を行ってくださ
い。
また、必要に応じて初期化する前に設定を保存してください（→93ページ）。

RESET WPS

ON OFF

PWR

UPLINK

2.4G

5G

リセットボタン
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無線LANがつながらない

①	本製品のセキュリティ設定やMACフィルター設定は正しいですか？
セキュリティ設定は、無線LANネットワーク上にあるすべての機器で同じ設定に
する必要があります。また、MACフィルターを設定していると、設定条件によっ
ては無線LANに接続できない場合があります。
（→78ページ）

②	Wi-Fiのセキュリティ機能を設定後に無線 LANがつながらない。
●	�セキュリティ設定は、同じ無線LANネットワーク上にあるすべての機器で同
じ設定になっている必要があります。設定が少しでも異なる機器はネット
ワークに接続することができません。

●	�各セキュリティ機能で使用するパスワードや暗号などの文字列は大文字と小
文字が区別されたりします。また、意味のない文字列は入力ミスが発生しや
すいので特に注意して確認してください。

	 	 �セキュリティ設定でのトラブルのほとんどがスペルミスや設定ミスですので
よく確認してください。

●	�設定を変更した直後や設定が正しい場合は、アクセスポイントを含め、すべて
の機器の電源を入れ直してから接続してみてください。
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端末からWPSで本製品に接続できない

WPSを使っても接続できないWPSを使っても接続できない
本製品のWPS機能の初期値は無効です。WPS設定を行う場合はWPS機能を有
効にしてください。（→64ページ）
また、WPSを使って無線LAN接続するときは、無線LAN子機がWPSに対応して
いる必要があります。
無線LAN子機がWPSに対応していない場合は、SSIDとセキュリティキーを使用し
て接続してください。

PINコードで接続できないPINコードで接続できない
入力したPINコードが誤っていることがあります。再度PINコードを確認して接続
してください。

繰り返し接続に失敗するようであれば、SSIDとセキュリティキーを使用して接続し
てください。
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ファームウェアを更新する

機能の充実や改良により、本製品のファームウェアをバージョンアップすることがあ
ります。
ファームウェアを更新（アップデート）することで、本製品を最新の状態にすることが
できますので、新しい機能を追加したり、操作を改善することができます。

1 エレコムWebサイトからファームウェアをダウンロードします。
① 管理用パソコンで Webブラウザーを起 動し、エレコムWebサイト

「 https://www.elecom.co.jp/ 」に接続します。

② エレコムWebサイトのメニューから「ダウンロード」ー「ドライバ・ユーティ
リティ」を選択します。

③ 「型番で検索」で型番（WAB-S1167IW-ACI）を入力し、検索します。

④ 本製品向けにダウンロードが可能な内容が表示されますので、 
「WAB-S1167IW-ACI用ファームウェア」をクリックします。
⑤ 画面の説明に従ってダウンロードを開始します。
● 	ダウンロード前に注意事項などがないか、ダウンロードページでご確
認ください。

● 	ダウンロードファイルの保存場所には、デスクトップを指定してください。
⑥ ダウンロードしたファイルを管理用パソコンに保存します。
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ファームウェアを更新する

2

4

3

本製品の設定画面に入り、「ツールボックス」－「ファームウェ
ア更新」をクリックします。

「アップデート」をクリックします。
ファームウェアの更新が開始されるので、しばらく待ちます。

「ファームウェアのアップデートファイル」－「参照」をクリックし、
1  でダウンロードしたファイルを選択します。

重要 ファームウェア更新中は、本体のLEDが点滅します。
LEDの点滅中は絶対に本製品の電源を切らないでください。
故障の原因になります。
書き込みが終わると、自動的に本製品が再起動します。

更新が完了すると、「アップデートが完了しました。」と表示され、新しいファー
ムウェアで動作します。

「システム情報」画面の「バージョン」の数値が最新のバージョンであれば更
新されています。

2
4

3
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登録した無線子機のみアクセスを許可する

アクセスしたい無線子機のMACアドレスをMACアドレスフィルタリングテーブルに
登録すると、登録していない機器からのアクセスを拒否することができます。
2.4GHz用、5GHz用それぞれの登録テーブルが用意されています。

1

2

3

設定画面を表示し、「無線設定」ー「MACフィルター（無線）」
をクリックします。
「MACアドレスフィルタ」で「許可リスト」を選択します。

「接続許可MACアドレス」欄に登録したい無線子機のMACアド
レスを入力します。

1

2

3

●	MACアドレスは、以下の書式で入力してください。
コロン XX:XX:XX:XX:XX:XX

ハイフン XX-XX-XX-XX-XX-XX

無し XXXXXXXXXXXX

●	MACアドレスを複数指定する場合は以下の書式で区切って入力してください。
カンマ XX:XX:XX:XX:XX:XX,XX:XX:XX:XX:XX:XX

スペース XX:XX:XX:XX:XX:XX XX:XX:XX:XX:XX:XX

改行 XX:XX:XX:XX:XX:XX
XX:XX:XX:XX:XX:XX
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登録した無線子機のみアクセスを許可する

4

5

「追加」をクリックします。
本製品が再起動されます。

「MACアドレスフィルタリングテーブル」に 2  で入力したMAC
アドレスが追加されていることを確認します。
テーブルに追加されたMACアドレス以外の機器からのアクセスは拒否され
ます。

6 「無線設定」ー（2.4GHzまたは5GHzの）「セキュリティ」を�
クリックし、「追加認証」を「MACアドレスフィルター許可リスト」
に設定します。
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初期化する

設定を初期化して、工場出荷時の状態に戻します。

重要 初期化した場合は、お客様にて設定された内容は消去されます。初期化
後は再設定を行ってください。
事前に本製品の管理画面「ツールボックス」－「設定を保存/復元」か
ら現在の設定内容を保存できます。
初期化後は同じ画面から設定を復元することができます。
（→93ページ）

1

2

3

設定画面を表示し、「ツールボックス」ー「初期化」をクリックします。

「初期化」をクリックします。

確認画面が表示されますので、「OK」をクリックします。
初期化されるまでに少し時間がかかります。本製品の電源を切らないでください。
「このページを表示できません」※などの画面が表示されたら、初期化完了です。
※ お使いのブラウザーにより表示は異なります。
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安全上のご注意

製品を正しく安全に使用するための重要な注意事項を説明しています。必ずご使
用前にこの注意事項を読み、記載事項にしたがって正しくご使用ください。

本製品は、人命にかかわる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要とする設備や
機器（医療関係、航空宇宙関係、輸送関係、原子力関係）への組み込みは考慮されていま
せん。これらの機器での使用により、人身事故や財産損害が発生しても、弊社はいかな
る責任も負いかねます。

■表示について
この「安全上のご注意」では以下のような表示（マークなど）を使用して、注意事項を説明し
ています。内容をよく理解してから、本文をお読みください。

警告 この表示を無視して取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負
う危険性がある項目です。

注意 この表示を無視して取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う危険性、
もしくは物的損害を負う危険性がある項目です。

丸に斜線のマークは何かを禁止することを意味します。丸の中には禁止する項目が絵などで
表示されている場合があります。
塗りつぶしの丸のマークは何かの行為を行なわなければならないことを意味します。丸の中は
行なわなければならない行為が絵などで表示されている場合があります。

万一、異常が発生したとき。
本体から異臭や煙が出た時は、ただちに電源を切り、販売店にご相談くだ
さい。

異物を入れないでください。
本体内部に金属類を差し込まないでください。また、水などの液体が入ら
ないように注意してください。故障、感電、火災の原因となります。
※	万一異物が入った場合は、ただちに電源を切り販売店にご相談ください。

落雷の恐れがあるときや雷発生時は、いったん電源を切って
使用を中断してください。
感電、火災、故障の原因となります。

警告
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安全上のご注意

水気の多い場所での使用、濡れた手での取り扱いはおやめく
ださい。
感電・火災の原因となります。

ケースカバーは取り外したり分解しないでください。
ケースやカバーは絶対に取り外したり、分解したりしないでください。作業
時の思わぬ接触など不具合発生時や使用中に、感電及び故障や劣化による
火災の原因となる危険があります。分解の必要が生じた場合は、販売店に
ご相談ください。

付属または弊社が指定する仕様・型番のACアダプター、電
源ケーブルや信号ケーブル以外を本製品に使わないでくださ
い。
仕様が合わないACアダプター・ケーブル等を接続すると、本製品が故障・
発煙・発火する恐れがあります。

装置の上に物を置かないでください。
本製品の上に重いものや、水の入った容器類、または虫ピン、クリップなどの
小さな金属類を置かないでください。故障や感電、火災の原因になります。

揮発性液体の近くの使用は避けてください。
マニキュア、ペディキュアや除光液などの揮発性液体は、装置の近くで使わ
ないでください。装置の中に入って引火すると火災の原因になります。

同梱の部品は、本製品でのみご使用ください。
製品に同梱されているACアダプター、あるいは電源コードは、他の電子機
器では使用しないでください。仕様の違いにより、火災・故障の原因とな
ります。
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安全上のご注意

注意

通風孔はふさがないでください。
過熱による火災、故障の原因となります。

高温・多湿の場所、長時間直射日光の当たる場所での使用・
保管は避けてください。
屋外での使用は禁止します。また、周辺の温度変化が激しいと内部結露に
よって誤動作する場合があります。

本体は精密な電子機器のため、衝撃や振動の加わる場所、ま
たは加わりやすい場所での使用／保管は避けてください。
故障や、接触不良による発火や火災の原因となります。

ラジオ・テレビ等の近くで使用しますと、ノイズを与える事が
あります。また、近くにモーター等の強い磁界を発生する装
置がありますとノイズが入り、誤動作する場合があります。必
ず離してご使用ください。
電源が入っている状態で本体に長時間（10秒以上）触れない
でください。
低温やけどの原因となるおそれがあります。

地震・振動・落下対策について。
地震などによる振動で装置の落下、移動、転倒あるいは窓からの飛び出し
が発生し、重大な事故へと発展するおそれがあります。これを防ぐため、必
要に応じて保守会社や専門業者にご相談頂くなど、地震・振動・落下対策
を実施してください。
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●	高温・多湿の場所、長時間直射日光の当たる場所での使用・保管は避けてくださ
い。

●	屋外で使用しないでください。
●	周辺の温度変化が激しいと内部結露によって誤動作する場合があります。
●	本体は精密な電子機器のため、衝撃や震動の加わる場所、または加わりやすい場
所での使用・保管は避けてください。

●	ラジオ・テレビ等の近くで使用すると、ノイズを与えることがあります。また、近
くにモーター等の強い磁界を発生する装置があると、ノイズが入り、誤動作する
場合があります。必ず離してご使用ください。

●	本製品の仕様および価格は、製品の改良等により予告無しに変更する場合があ
ります。

●	本製品に付随するドライバー、ソフトウェア等を逆アセンブル、逆コンパイルまた
はその他リバースエンジニアリングすること、弊社に無断でホームページ、FTPサ
イトに登録するなどの行為を禁止させていただきます。

●	本製品を使用した結果によるお客様のデータの消失、破損など他への影響につ
きましては、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承ください。重要な
データについてはあらかじめバックアップするようにお願いいたします。

使用上のご注意
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このマニュアルについて

●	このマニュアルの著作権は、エレコム株式会社が所有しています。
●	このマニュアルの内容の一部または全部を無断で複製／転載することを禁止さ
せていただきます。

●	このマニュアルの内容に関しては、製品の改良のため予告なしに変更する場合が
あります。

●	このマニュアルの内容に関しては、万全を期しておりますが、万一ご不審な点が
ございましたら、弊社サポート窓口までご連絡ください。

●	本書に掲載されている商品名/社名などは、一般に商標ならびに登録商標です。
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無線LANをご使用になるにあたってのご注意

■	2.4GHz帯使用の無線機器について
本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の調理器具・産業・科学・医療用機器
のほか工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を
要する無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されていま
す。
1.  �本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線
局が運用されていないことを確認してください。

2.  �万が一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生
した場合には、速やかに使用周波数を変更するかまたは電波の発射を停止した
上、弊社サポートセンターにご連絡頂き、混信回避のための処置等（例えば、パー
ティションの設置など）についてご相談ください。

3.  �その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例
が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、弊社サポートセンターへ
お問い合わせください。
使用周波数帯域 2.4GHz
変調方式 DS-SS方式/OFDM方式
想定干渉距離 40m以下

周波数変更の可否 全帯域を使用し、かつ「構内無線局」、「特定小電力無線局」帯域
を回避可能

■	5GHz帯使用の無線機器について
電波法により、W52、W53は屋外での使用が禁止されています。
36 ～ 64chは、屋外で使用しないでください。
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製品の保証について

製品の保証とサービス製品の保証とサービス
本製品には保証とご使用にあたっての注意について記載した文書「安全にお使いい
ただくために」が付いています。

●	保証期間
保証期間はお買い上げの日より3年間です。保証期間を過ぎての修理は有料にな
ります。詳細については製品情報に記載の保証規定をご確認ください。保証期間
中のサービスについてのご相談は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

●	保証範囲
次のような場合は、弊社は保証の責任を負いかねますのでご注意ください。
・	 弊社の責任によらない製品の破損、または改造による故障
・	 本製品をお使いになって生じたデータの消失、または破損
・	 �本製品をお使いになって生じたいかなる結果および、直接的、間接的なシステム、
機器およびその他の異常

詳しい保証規定につきましては、「安全にお使いいただくために」に記載の保証規定
をご確認ください。

●	その他のご質問などに関して
次ページ「サポートサービスについて」をお読みください。
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サポートサービスについて

よくあるお問い合わせ、対応情報、マニュアルなどをインターネットでご案内してお
ります。ご利用が可能であれば、まずご確認ください。

詳細は…
サポートポータルサイト「えれさぽ」へ

日本以外でご購入されたお客様は、購入国の販売店舗へお問い合わせください。
エレコム株式会社は、日本以外の国でのご購入・ご使用による問い合わせ・サポート対応は致し
かねます。また、日本語以外の言語でのサポートは致しかねます。製品交換は保証規定に沿って対
応致しますが、日本以外からの製品交換は対応致しかねます。
This	product	is	designed	for	use	in	japan	only.
A	customer	who	purchases	outside	Japan	should	contact	 the	 local	 retailer	 in	 the	
country	of	purchase	for	enquiries.	In	"ELECOM	CO.,	LTD.	(Japan)",	no	customer	support	
is	available	 for	enquiries	about	purchases	or	usage	 in/from	any	countries	other	than	
Japan.	Also,	no	foreign	language	other	than	Japanese	is	available.	Replacements	will	
be	made	under	stipulation	of	the	Elecom	warranty,	but	are	not	available	from	outside	
of	Japan.

ネットワークサポートにお電話される前に
お問い合わせの前に以下の内容をご用意ください。
・	 弊社製品の型番
・	 ご質問内容（症状、やりたいこと、お困りのこと）
※ 可能な限り、電話しながら操作可能な状態でご連絡ください。

エレコム法人様サポートセンター

【受付時間】	9:00	～	12:00	／	13:00	～	18:00　（月曜日～金曜日）
※祝日、夏期、年末年始特定休業日を除く

TEL: 0570-070-040
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